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会議録 令和 6年 2 月 21 日(水) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第 9回総務・経済常任委員会

出席委員：安齋委員長、竹田副委員長、平野委員、東出委員、廣瀬委員、新井田委員

相澤委員、吉田委員、又地委員

欠席委員：なし

会議時間 午前 9時 30 分～午後 2 時 26 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

安齋委員長 ただいまから、第 9回総務・経済常任委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は 9名でございます。

よって、委員会条例第 14 条の規定による委員会定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりでございます。

皆さん、おはようございます。

2 月に入って、ものすごく記録的な暖かさになったり、きょうのようにいきなり寒くな

ったりということで、体には大変厳しい状況になっております。

また、年度末のお忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうございます。

本日は、保健福祉課と商工観光創生室、その他・まちづくり未来課諸々ございます。

順調な進行になりますよう皆さんのご協力をお願いいたします。

２．調査事項

＜保健福祉課＞

・子育て世代包括支援センターの状況について

安齋委員長 それでは早速、調査事項に入りたいと思います。

保健福祉課、子育て世代包括支援センターの状況についてから説明をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。

保健福祉課、吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、中身に入ります前に委員長の了承をいただきましたの
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で、資料の訂正がありましたということで、訂正のほうをお願いしたいというふうに思い

ます。

まず最初に、2 ページの 1 の（1）既存事業の一つ目、母子手帳の交付とありますが、そ

この人数ですけれども 14 人とありますが、11 人に訂正をお願いいたします。

なお、（1）の数字につきましては、今年度の実績数ということになっておりまして、い

ずれも 2月 14 日現在の状況となっておりますことを申し添えます。

それと、このあとの介護の計画の素案のほうの別冊のほうにも訂正がありますので、そ

ちらのほうもあわせて訂正をお願いいたします。

別冊資料の 20 ページです。

ここの 1 の人口推計の表の各年度ともに 2 段目の 40 歳から 60 歳の人口のところの数字

が、いずれも誤りだったということで、訂正させていただきます。

この段の数字です。一番左側から 1,632 人を 1,006 人に、その右隣の 1,532 人を 944 人

に、その右の 1,431 人を 882 人に、さらにその右の 1,243 人を 785 人、810 人を 549 人に

それぞれ訂正をお願いいたします。申し訳ありませんでした。

それでは、2 ページ目の資料に戻りまして、子育て包括支援センターの状況について、

保健推進グループの菅原主査から説明をさせます。

安齋委員長 菅原主査。

菅原主査 皆さん、おはようございます。保健福祉課の菅原です。

私のほうからは、子育て世代包括支援センターの状況について、ご説明させていただき

ます。

以後、名称が長いため、「センター」と名称を省略してご説明させていただきます。

まずはじめに、改めてセンターについて簡単にご説明させていただきます。

センターとは、母子保健法に基づき、妊娠期から子育て期にわたる、切れ目のない支援

を提供することを目的に、必要に応じて関係機関と連携を図るなどの調整機関としての機

能を有するものとされております。

資料の（1）既存事業としまして、1 点目の母子手帳の交付から 5 点目の予防接種まで、

こちらにつきましてはセンターを開設する前から実施しております。

また、センターは切れ目のない支援の提供を目的としておりますが、これまでも妊娠期

から母子の実情を把握するなど、各種相談に応じ、必要な情報提供、保健指導を実施して

きました。

（2）の新規事業としまして、今年度から任意事業であります、産後ケア事業を実施して

おり、切れ目のない支援の強化を図りました。

こちらにつきましては、3 人分の予算を計上しており、実績としましては訪問型 1 名と

なっております。今後も情報提供を徹底し、母親が健やかな育児ができるよう、環境整備

を図ってまいります。

また、出産・子育て応援給付金です。こちらにつきましては、15 人分の予算を計上して

おり、給付状況につきましては記載のとおり、出産応援給付金が 9 件、子育て応援給付金

が 9件となっております。

続きまして、（3）その他になります。

個別相談スペースにつきましては、センター業務のガイドラインに「原則個室を活用し
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て面談を行うこと」、「個室がない場合は、仕切りを設ける等配慮する」等の記載がござい

ますので、今年度補助金を活用して設置し、個別対応の際に活用しております。

なお、参考として記載しております下の図につきまして、こちらはセンターの主なサー

ビス内容で妊娠期から育児期まで、どの時期にどの事業を実施しているかというものを表

した図で、青枠で囲んでいる事業が既存事業、赤枠が新規事業となっております。

今後も、相談しやすい環境づくりに努め、安心して妊娠・出産・子育てができる環境を

整えてまいります。

以上で、子育て世代包括支援センターの状況について、説明を終わらせていただきます。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにか質問ございますか。

新井田委員。

新井田委員 一つ、お尋ねしたいんです。（2）の新規事業ございます、いま説明あったん

ですけれども。確認で、人数トータルで 15 名分って言いましたか。

安齋委員長 菅原主査。

菅原主査 産後ケアにつきましては、3名分です。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 40 分

再開 午前 9時 41 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

新井田委員。

新井田委員 いま数字の確認はさせてもらったんですけれども、これ例えばちょっと言い

方悪いんだけれども、根拠っていうかその数字の部分のなんでこういう数字になったのっ

ていう部分をお聞かせ願いたいですね。いいですか、わかりますか。どうしてこういう数

字出たの、例えば出産応援給付金とか子育てとかってあるけれども、これいまの我が町の

体制からいったらどうなんだろうと。これだけ本当に対応というか、はたして数字が適切

なんだろうかとちょっと思ったんだけれども、多いとか少ないとかっていう部分で、そう

いう観点からもお知らせしてもらいたい。

安齋委員長 菅原主査。

菅原主査 ただいまのご質問です。

まず毎年、出生見込みを 15 人で見込んでおりました。すみません説明不足だったんです

けれども、こちら 15 人・15 人の 30 名ではなくて、まず妊娠したら出産応援ギフトという

ことで申請、出産したら今度子育て応援ギフトということで、30 名ではなくて合計 15 名

となります。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 概ね、わかりました。ただ、人数に関しては私も年間トータル平均とったわ

けでもなんでもないんだけれども、逆に自然死の部分でいけばなんとなくここピンとくる

んだけれども、いまの我が町の状況でいったら子育てというか妊娠含めて、この 15 ってい

うのはどうなのかな。個人的な考えだけれども、こんなにいるのっていうようなイメージ
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あったんですよ、年間とおしても。その辺の数字のあり方っていうのは、根拠的な部分と

いうのはそういう多く見たんだよということはわかるんだけれども、ちょっとその辺少し

違和感を感じたんだけれども、例えばそれが 10 名であっても我々とすれば別に大した大き

な問題ないのかなというようなイメージあったんだけれども、逆に 15 だとかってなるとい

まの状況からいったらちょっとすごい数字だなというようなそれだけ期待感あるんだろう

ねっていうようなことなんだけれども、その辺ちょっと感じたものですから、意味わかり

ましたので結構です。

（「関連」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 竹田副委員長。

竹田副委員長 この数字なんですけれども、例えば（1）の妊産婦診査だとかそういう数字

とやはり（2）のほうはリンクすると思うんですよ。ですから、15 名の定義も現在例えば

母子手帳なり妊婦さんが 10 名いると。だけれども、町長の子育て支援の中で町外からの移

住転入者を例えば 5 名、だからこの資料の作りももう少しやはり工夫したほうがいいと思

うんですよね。例えば 15 名の予算で今日的には 9 件だよっていう、だけれども今後の出産

予定者がどうだとか、例えば木古内に妊婦さんいたけれども、町外に転出したとかそうい

う実態をそういうものを整理すればここでそんなに資料だけで用事が済むのかなっていう

ふうに思っています。そういうことで資料の作りの少し検討をお願いしたいなと思います。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 なんでもかんでも質問すればいいってものじゃなくて、的を射て質問をいただ

きたいと感じております。

菅原主査からの説明で、このセンターについての目的だったりが出産育児に切れ目のな

い支援を目指すということで、目的としては素晴らしいなと思い、そんな中新規事業につ

いては、実際当初予算には及ばない利用者だったとそこまでも理解しました。

当町は、産婦人科も町立病院に月一来るような状況で、実際出産をするには函館市内の

病院に行ったりするわけで、このような母子手帳の交付から実際子育ての対応まで全てな

さった中で、現実的なご家庭の悩みだとかあるいは新規事業に今後もしかして反映してい

くかもしれない課題だとか、そういうのが実際の声として聞かれているのであれば、それ

をお聞かせいただきたいなと思います。

安齋委員長 なにかありますかそういったのは、菅原主査。

菅原主査 ただいまのご質問なんですけれども、まず訪問型を実際に利用されたかたなん

ですけれども、こちらは授乳の悩みですとかやはり育児不安が強いというかたでしたので、

そういうかたは実際に専門家と相談できる場があるというのは心強いという声はいただき

ました。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 実際の 1件の内容ではなくてそれ以外の部分で、例えば母子手帳の交付した際、

あるいは検査した際、指導した際に、実際当町の事業ではそこまでやっていませんけれど

もっていう内容だったり、実際こういう悩みは数件ありましただとか、そういう実態の話

です。仮に今後、新たな事業として検討するべき事柄があるのかどうなのかっていう分析

等含めて、担当者としてあればお聞きしたいということなんですけれども。

安齋委員長 吉田（宏）課長。
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吉田（宏）保健福祉課長 きょう保健師のほうが出席してませんので、いまのご質問の詳細

につきましては、ちょっといま詳しく直接保健師と打合せとかしているわけではないんで

すけれども、いまの段階では特段いまの事業である程度充足されているということで、私

のほうでは理解をしております。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 49 分

再開 午前 9時 50 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかにございますか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 おはようございます。廣瀬です。

当センターで妊産婦に対して、切れ目のないサービスということで、大変妊産婦にとっ

ては安心されているかと思っております。確認したかったのは、9 件ということで 9 名の

かたが出産されたという認識でいいと思うんですけれども、先ほど平野委員からのありま

した、出産に伴っては函館で出産するという状況なんですけれども、順調良く予定期を迎

えて函館で出産できるっていう部分もあるとは思うんですけれども、中には緊急性を要し

て急に破水になったとか、ちょっと具合が悪くなったとかという部分もあると思うんです。

それは、実際何件かあったかどうか、言える範囲でいいんだけれども、ただそれに対し

てのケアとか対応というのはなにかあるのか教えてください。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 そこら辺については、ちょっとこちらでも把握はしておりません。

もちろん破水等の際には緊急ということで救急車等で搬送になるということではあると

思うんですけれども、具体的な件数とかそういう部分ではこちらでは把握はしておりませ

ん。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 52 分

再開 午前 9時 57 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほか質問ございますか。

又地委員。

又地委員 単純な質問なんですけれども、既存の事業と新規事業、新規事業の部分では 2

月の 14 日現在ということなんですよね。因みにそうしたらセンターに利用しながらいろい

ろ出産応援給付金なり子育て応援給付金なりを受けているという中で、そうしたら令和 5

年度になるのか 6 年度になるのかわからないけれども、この人方がいろいろ応援を受けて

いる中で、出産の人数っていうかどのくらいになるのかな。私は肝心なところはそこだと

思うんですよ。例えば人口減少対策云々だとかいろいろやっている中で、こうやって町民
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の税金を投入しているとこれは大変良いことなので、だけれどもそうしたら生まれてくる

人数はどのくらいになるのかなと。2 月 14 日現在ということなので、その辺の見通しにな

るのかどうかわからないけれども、その辺の人数は掌握していますか。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 今年度、見込みです。出産終わっているかたが 9 名です。そのあ

と、予定されているかたが 6 人おりまして、最終的には年度末まで 15 人という見込みにな

っています。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 いまいろいろな質問が出ましたが、資料の作り方に工夫が必要だということ、

それから利用者の悩みについては、積極的にこちらのほうから話を聞くようなことで、足

りないと思うようなところがないかどうか積極的に分析していくという姿勢が必要だとい

うふうに思います。

また、もしできるのであればこのような説明の場に保健師さん同席できるのであればお

願いしたいなというふうに思います。

・第 9 期木古内町老人福祉計画及び介護保険事業計画について

安齋委員長 それでは、次の第 9 期木古内町老人福祉計画及び介護保険事業計画について

の説明をお願いいたします。

吉田（宏）課長、お願いします。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、私のほうから第 9 期木古内町老人福祉計画・介護保険

事業計画の素案につきまして、その概要についてご説明を申し上げます。

令和 6 年度から 8 年度までの第 9 期の計画の策定にあたりまして、この計画期間中、人

口は年々減少する見込みで、前期高齢者、後期高齢者ともに年々減少していくことを見込

んでおります。

その一方で、すでに 50 ％を超えている高齢化率は、さらに上昇傾向で推移することが見

込まれております。

要介護認定者数は令和 5 年 12 月末現在で 450 名で、その中でサービスを受給されている

かたの人数は 340 名という状況にありますが、第 9 期計画期間におきましては、介護予防

を推進し、さらに自立支援及び重症化防止を図るための地域支援事業の取り組みを進めて

まいります。

加えて、高齢者が住み慣れた地域・ご自宅で自立した生活を支える体制づくりや、地域

包括ケアシステムの 5 分野である、医療・介護・予防・住まい・生活支援のさらなる推進

・連携を図ってまいります。

次に、計画における介護サービス量の見込みにつきましては、第 8 期の利用実績を踏ま

えまして、適正なサービス量を見込んでおります。

また、介護保険料についてですが、令和 6 年度の介護報酬は 1.59 ％のプラス改定となっ

ておりますが、我が町におきましては、人口減に伴う被保険者数の減少と要介護認定者数、

及びサービス受給者数の減に伴いまして、介護給付費につきましては、減少傾向で推移す
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る見込みであり、第 9 期の介護保険料につきましては、現状と変わらず月額 5,900 円と試

算しております。

それでは、これらの具体的な数値や地域支援事業の内容・介護サービス量の見込み・介

護保険料などにつきましては、資料に基づきまして後藤主査及び西村主査より説明を申し

上げます。

安齋委員長 後藤主査。

後藤主査 保健福祉課の後藤です。よろしくお願いいたします。

それでは素案について、新旧対照表を使って、変更点のポイントを説明させていただき

ます。そのあと、8期計画の実績、9期計画の状況を説明させていただきます。

別冊資料の 39 ページをお開き願います。

8 期計画と 9 期計画の対比をしております。右側に新しくなる 9 期計画の状況を記載し

ております。

まず、第 1章 計画の基本的事項の第 1 計画策定の趣旨になります。

こちらは、国及び北海道のほうから計画を作る際に示されております、計画策定指針を

参考に文言の追加や修正を行っておりまして、数字等につきましては、時点修正を行って

おります。

続きまして、41 ページになります。

第 2 計画の位置づけについてです。

本計画は、令和 6 年度から令和 15 年度の 10 か年を計画期間とする木古内町振興計画を

上位計画とした高齢者福祉・介護保険事業に関する総合計画となっておりますので、その

ように修正しております。

次に、第 3 計画の期間ですが、9 期計画は令和 6 年から 8 年までですので、そのように

修正をしております。

第 4 計画作成体制と経緯及び作成後の点検体制については、変更ございません。

運営協議会開催の経過につきましては、これまでの開催経過を更新したものを記載、掲

載しております。

続きまして、42 ページになります。

第 2 章につきましては、第 7 期を第 8 期に修正しておりまして、第 3 の地域支援の実施

状況については、計画作成指針に基づいて後ほど西村主査より地域支援分につきましては

説明をさせていただきます。

第 3 章 計画の基本的考え方の第 1 基本理念については、基本的な考え方は変わりませ

んが、高齢化率の高い木古内町において、住み慣れたところで自分らしく生活をしていく

ため総合事業の推進及び関係機関と連携を図ってまいります。

また、本文中の 7期計画を 8期計画に修正しております。

次に、第 2 基本目標につきましては、42 ページ下段の 1 地域支援事業等につきまし

ては、（1）の介護予防の推進の他に自立支援と重症化予防に取り組んでまいります。

次に、43 ページです。

（2）介護予防・日常生活支援総合事業につきましては、事業対象者を含む要支援 1・2

のかたを対象に、訪問型・通所型サービスやリハビリ教室などの事業を継続してまいりま

す。
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（3）認知症総合支援施策は、認知症地域支援推進員を中心としたチームオレンジを立ち

上げることを新たに追加し、認知症についての普及啓発や家族支援を推進するため認知症

ケアパスの作成をすすめてまいります。

（4）生活支援体制整備事業は現在、社会福祉協議会に委託しているコーディネーターを

中心に今後も地域に課題やニーズ把握に努めてまいります。

次に、44 ページになります。

（5）在宅介護医療連携推進事業につきましては、変更はございません。

2 保健・医療・福祉の連携については、高齢者の状況把握や分析をすることで、医療及

び介護を効果的かつ効率的に提供できるよう、地域ケア会議等による保健医療福祉等の関

係機関と連携をしてまいります。

次に、3 在宅サービスについて、（1）は変更ございません。

（2）につきましては、在宅における重度の要介護者や単身高齢者及び夫婦のみの世帯、

認知症高齢者の増加、また働きながら要介護者等を在宅で介護している家族等の負担軽減

が必要であり、地域密着型サービスの運営支援に努めてまいります。

次に、4 施設サービスにつきましては、年度を 9 期計画の令和 6 年から 8 年度までに修

正しております。

次に、45 ページです。

5 地域包括ケアシステムの推進については、深化・推進とし、よりシステムの推進を図

るため、認知症基本法による地域共生社会の推進に努めてまいります。

次に 6 と 7 につきましては、第 9 期から新たに取り組みとしての計画を盛り込んでおり

ます。

6 の介護人材確保・定着・育成のための取り組みにつきましては、介護人材の確保や定

着化を図るため、介護の資格取得に係る費用負担の軽減を図ります。

次に 7 は、文書負担軽減に向けた取り組みとしまして、電子申請・届出システムの導入

を図ります。現在、国は各介護事業所の指定申請に伴う手続きに関して、電子化を進めて

おりまして、町としましても、第 9 期の計画期間中にシステム導入に取り組んでまいりま

す。

次に 8 介護給付の適正化事業につきましては、第 8 期計画と同様、国保連合会の適正

化システムを活用し、要介護認定や介護給付費の適正化の推進に取り組んでまいります。

続きまして、4 章 第 1 介護保険給付対象外サービスについてですが、46 ページの 1

から 47 ページの 11 までは変更はございません。

12 安心見守りサービス事業につきましては、令和 4 年から実施しており、1 人暮らし

の世帯等に対して、ヤマト運輸で実施している見守り機器を貸与することで、異常の際に

親族等にメール通知でお知らせするサービスで、孤独死等の予防を図ってまいります。

次、48 ページです。

13 声がけ訪問世帯への花配布事業につきましては、コロナ禍で大変でありました令和

2 年度に、1 人暮らし高齢者世帯へ花の効果と言われているストレスや不安の軽減を少しで

も図れるよう実施した経緯がございますが、令和 4 年度からは継続事業として実施してお

ります。

14 補聴器購入費助成事業につきましては、今年度から実施しており、聴力低下のある
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高齢者等に対して、補聴器購入費の一部を助成することで社会参加・地域交流の推進、認

知症予防を図る目的として今後も継続してまいります。

次に、15 介護用品購入費助成事業につきましては、寝たきり高齢者等に対して介護用

品の購入費の一部を補助いたします。

16 高齢者等福祉サービス利用券交付事業につきましては、町内の温泉施設での入浴ま

たはハイヤーを利用することができる高齢者等福祉サービス利用券を交付してまいります。

次に、第 2 老人福祉サービスから 49 ページ、第 6 介護予防サービスにつきましては変

更はございません。

続きまして、第 7 地域支援事業の事業内容について、計画作成指針に基づいて内容等

の変更がございます。この事業内容につきましても、後ほど西村主査よりご説明させてい

ただきます。

続きまして、52 ページから 53 ページになります。

第 8 介護給付の適正化についてですが、こちらの変更はございません。

次に、第 5 章 介護保険等の事業量の見込みにつきましては、第 1 居宅サービス、地

域密着型サービス、施設サービス給付費の推計と第 4 章にある第 2 居宅サービス、第 3

施設サービス及び地域密着型サービスで見込んだサービスの量から介護給付費を推計して

おり、計画素案の 33 ページから 37 ページに推計値が掲載しております。

次に、5ページをお開きください。

第 2 章 第 8 期計画の実施状況ということで、介護給付対象外サービスの状況を記載し

ております。

1 訪問・外出支援サービス事業から 6 ページの 9 高齢者あんしん見守りネットワーク

事業までは、以前から実施している事業を継続して行っていきます。

実績数値につきましては、1 訪問・外出支援サービス事業は、訪問サービスについては

さほど変わっておりませんが、外出支援サービスは対象者数の減により減少傾向でござい

ます。

2 除雪サービスにつきましては、利用実人数は 100 名前後で推移しておりますが、令和

5 年度の見込みにつきましては、現在の降雪量が少ないこともあり、少なく見込んでおり

ます。

次に、6 ページの 4 老人クラブ運営事業につきましては、団体の解散等により会員数も

減少傾向となっております。

次に、7ページをお開き願います。

第 2 介護保険給付対象サービスの現状及び利用状況ですが、1 人口の推移です。

3 行目の令和 5 年度の 65 歳以上の計画数値は 1,957 人で、実績は 1,864 人となっており

ます。第 8期の計画を立てた時より、実績が 93 人少なかったという状況でございます。

2 要介護認定者の推移ということで、令和 5 年度は 450 名、令和 3 年度は 467 名で、比

較すると減少しております。

次に、3 全体のサービス利用者数の推移ということで、令和 5 年度の認定者数は先ほど

説明したとおり 450 名となっておりますが、サービス利用者数は 12 月末で居宅と地域密着

型施設をあわせて、340 名のかたが利用されております。

認定者数 450 名と比較しますと、110 名のかたがサービスを利用されていないというこ
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とになります。

次、8ページになります。

（2）・（3）については、居宅サービスと施設サービスの利用者の内訳を記載しておりま

す。

（3）施設サービス利用者数は、平成 30 年度から創設された介護医療院の入所者は計画

より減少しており、実績も減少傾向となっております。

次に、9ページ・10 ページですが、居宅サービスについて記載してございます。

9 ページの 1 居宅介護支援ですが、計画値より多く達成率は令和 5 年度で 122.5 ％の見

込みとなっております。

2 訪問介護は、ほぼ計画値となっております。

次、4 訪問看護と 5 の訪問リハビリテーションについては、計画数値を上回っており、

今後も医療系の介護サービス利用者が見込まれます。

次に、10 ページです。

7 通所リハビリテーションと 8 居宅療養管理指導については、計画数値を上回ってお

ります。

9 短期入所生活介護については、減少傾向となっております。

次に、11 ページです。

11 特定施設入所者生活介護ですが、町内に有料老人ホーム等はございませんので、現

在北斗市や函館市の施設に入られてるかたの実績となりますが、年々減少傾向であります。

実績の人数ですが、令和 5年度では達成率 57.5 ％を見込んでおります。

令和 4 年では 148 名、月平均は 12.3 人となっており、令和 5 年度は月平均 10.9 人を見

込んでおりますので、減少傾向となっております。

次に、12 ページです。

地域密着型サービスについては、1 定期巡回・随時対応型訪問介護看護が計画を上回っ

ておりますが、これは令和 4 年度に町内に 1 事業者が開設となったことが主な要因として

考えております。

13 ページの施設サービスについては、3 の介護療養型医療施設につきましては実績もな

く、令和 5年度末で廃止となることが決まっております。

次、20 ページをお開き願います。

第 3章の 8 期計画の基本的な考え方の人口推計となります。

1 人口推計については、国立社会保障・人口問題研究所の日本の地域別将来推計人口を

利用しています。

第 1 号被保険者のうち、前期高齢者、後期高齢者ともに減少していく見込みとなってお

ります。

令和 8 年度までの 3 か年の計画ですが、第 9 期計画は中長期的計画となっておりますの

で、12 年と 22 年の推計値も記載してございます。

次、21 ページです。

2 要介護認定者数ですが、徐々に減少傾向で推移する見込みとなっております。

次に、第 4章 計画の内容についてです。

22 ページから 24 ページは、サービス計画内容の記載をしております。
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継続事業及び追加事業につきましては、先ほどご説明したとおりです。

次に、25 ページから 29 ページは、サービスの必要量の見込みを記載しております。

25 ページ、第 3 居宅サービスにつきましては、4 の訪問看護と 5 の訪問リハビリテー

ションの医療系介護サービスにつきましては、ほぼ横ばいでの利用見込みで推計しており

ます。

27 ページ、第 4 施設サービスから 29 ページ、第 5 介護予防サービスにつきましても、

ほぼ横ばいでの利用見込みで推計しております。

33 ページからが第 5章 介護保険等の事業量の見込みとなっております。

36 ページ・37 ページにつきましては、介護保険料の設定に関わる部分でございますので、

54 ページ最後のページになりますが、第 9 期（Ｒ 6 からＲ 8）における介護保険料の設定

についてで説明をしたいと思います。

まず、1 保険料の推移につきましては、木古内町につきましては、第 1期については 3,

400 円でしたが、第 2 期が 3,600 円、第 3 期から 5 期が 4,300 円、第 6 期で 5,300 円、第 7

期で 5,600 円という状況になっております。

また、右側の全道平均・全国平均を見ていただいても、介護保険料は伸びてきていると

いう状況でございます。

次に、2の基礎数値ですが、ここでは（1）第 1 号被保険者数を記載してございます。

令和 6 年度 1,823 人、7 年には 1,780 人、8 年には 1,738 人ということで、これを平均し

ますと 1,780 人となっております。

第 8期の平均を比較しますと、129 名減の見込みとなってございます。

次に、（2）要介護認定者数については、27 名減の見込みとなっております。

（3）介護給付費につきましては、第 9 期を平均いたしますと 5 億 5,504 万 3,000 円とい

うことで、第 8 期と比較いたしますと 3,760 万 1,000 円減少するという見込みとなってお

ります。

次の 3 の主な増減の要素ということで、介護保険料の増減の要素となりますが、①の被

保険者数が減少すると一人当たりの保険料の負担額につきましては増加となります。

②の認定者数の減少ですが、認定者数が減りますとサービスの利用者が減りますので、

給付費につきましても減となります。

③の令和 6 年の介護報酬改定につきましては、全体の改定率は前回はプラスの 0.70 ％で

したが、今回の改正ではプラス 1.59 ％となっており、プラスの部分については介護報酬に

直接反映されるものです。

次に、4 第 9期介護保険料の推移を記載してございます。

ここでは、9 期の推計では 5,908 円と出ておりまして、第 8 期の保険料と比較しますと

8円増となってございます。

参考としまして令和 9年・令和 10 年では、6,460 円の見込みと推計されております。

第 9期におかれましては、5,900 円に設定することが妥当と考えてございます。

次に、5 参考としまして、主なサービスの影響額を記載してございます。

特別養護老人ホームから有料老人ホームまでを記載してございますが、ここについては

右側の備考欄に記載しておりますが、入所者が 1 名増となった場合の保険料の影響額の目

安ということで、サービス利用者が 1 人増えることによって保険料は、特別養護老人ホー
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ムであれば 60 円ほど増えるといった目安を記載してございます。

私のほうからの説明は以上でございます。

安齋委員長 西村主査。

西村主査 続きまして、私のほうからは資料 14 ページ、地域支援事業の実績状況について

説明をいたします。

1 介護予防・日常生活支援総合事業です。

（1）介護予防・生活支援サービス事業につきましては、訪問型、通所型に増減は見られ

ますが、今後も一定の利用が見込まれております。

（2）一般介護予防事業、①介護予防把握事業では、介護相談や関係機関等からの情報を

通じて状況確認の把握や介護計画中間年にニーズ調査を行っております。

②介護予防普及啓発事業です。令和 3 年・4 年度では、新型コロナウイルス感染症の状

況を見ながら休止等の対応はとられました。令和 5 年度は休止などがなくなることから、

見込み数は増加をしております。

③地域介護予防活動支援事業につきましても、令和 3 年・4 年度は休止等の対応があり

ました。年々高齢化もあり参加者は減っており、見込み数は減少しております。

2 包括的支援事業です。（1）介護予防ケアマネジメント業務です。

減少となっておりますが、今後も一定の人数が見込まれております。

続きまして、15 ページです。

（2）総合相談支援につきましては、相談件数のほうについては増加傾向となっておりま

す。

3 包括的支援事業、（1）在宅医療・介護連携推進事業では、福島・知内・木古内町で協

議会を設置し、木古内国保病院が事務局となり、医療機関や施設、介護事業所等の研修や

情報共有、連携のための取り組みを行っております。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、やはり医療機関、介護施設等の状況の中

では、なかなか取り組みのほうが行えないような状況でした。現在は、関係機関の情報を

共有できるＩＣＴ化の取り組みのほうを進めております。

（2）生活支援体制整備事業です。

社会福祉協議会へ委託し、地域でのサロンの取り組みや高齢者のスマホ、パソコン操作

のための集いなどを開催していました。

また、木古内町地域支え合い推進協議体委員会の中で助け合い活動について協議を行っ

ています。

社会福祉協議会では令和 3 年度より有償ボランティア「わんつか」の取り組みを行って

おり、ちょっとしたことを手伝ってもらったり、手伝えることを行ってもらう仕組みを進

めております。

（3）認知症総合支援事業です。

①認知症初期集中支援チームにつきましては、医療機関の受診やサービスの調整等で、

早期の関わりによる支援を行っております。

対象者の中では、専門医療機関の受診や介護申請、介護サービスの利用に結び付けたり、

訪問を続けながら支援をしております。

②認知症普及啓発です。
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サポーター養成講座の開催は、こちらも新型コロナウイルス感染症もあり行えておりま

せんでしたが、令和 5年度は認知症まちづくり研修会として開催しております。

認知症カフェは、参加者のほうの増加が見られております。

（4）地域ケア会議推進事業です。

こちらは、月 1回開催が行えるように取り組んでおります。

続きまして、30 ページのほうになります。

こちらは、地域支援事業の計画内容となります。

（1）介護予防・日常生活支援総合事業につきまして、（1）の通所型サービスＣにつきま

しては、3 か月・12 回を期間として、要介護状態とならないよう運動機能や認知機能の低

下を予防するために短期間で集中的なリハビリを行っております。今後も保健医療等の関

係職種と連携をとりながら進めていきます。

（2）一般介護予防事業では、地域住民が主体の通いの場作りや予防事業として各種教室

を実施していきます。

続きまして、2 包括的支援事業についてですが、こちらは地域包括支援センターの運営

の部分となっており、内容につきましては例年と変わりなく行っていきます。

次に、31 ページです。

3 包括的支援事業につきましては、先ほども説明いたしました在宅医療介護連携推進事

業のほうを実施していきます。その中で、研修会ですとか関係機関等の情報共有を今後も

図っていきたいと思っております。

次に、（2）生活支援体制整備事業は、医療・介護の制度だけでは地域で暮らすことが容

易ではなく、日頃からお互いを支え合える地域が必要とされています。地域の様々な住民

活動を応援するために、生活支援コーディネーターを中心に、地域の関係者からなる協議

体と連携して地域で足りないサービスや助け合い活動の仕組みの調整を行っています。

今後もサロン活動の展開や支えあいの集いなどを開催していきたいと思っております。

（3）認知症総合支援事業です。

認知症は誰もがなりうるもので、多くの人にとって身近なものとなっております。住み

慣れた地域の中で尊厳が守られ、自分らしく暮らし続けられる社会を目指していけるよう

に今後も早期に関わりをもつため、認知症初期集中支援チームによる介入を図り、適切な

医療介護につなげたり、環境のサポートを図っていきたいと思います。

認知症に対する普及啓発についてもサポーター養成講座、認知症カフェのほうを引き続

き開催し、認知症のかたに対しての支援や認知症を正しく理解していただける活動を行っ

ていきます。

以上で、地域支援事業の計画についての説明となります。

次に、32 ページです。

第 8 の介護給付の適正化ですが、介護サービスを必要とする人を適切に認定し、必要な

サービスが過不足なく利用できるように、事業者に介護サービスを適切に提供するよう促

すことです。

利用者の自立支援に役立つ介護サービスを確保しつつ、適正なサービス利用による費用

の効率化を通じ、持続可能な介護保険制度の構築を目指して、認定調査の内容であったり、

ケアプラン等の点検を行っていきます。以上でございます。



- 14 -

安齋委員長 説明が終わりました。

質問等ございますか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 確認を二つほどあるんですけれども、まず 48 ページ、第 9 期計画（新）という

中の 15 項目で、介護用品購入費助成事業とありますけれども一昨年、私一般質問で家族介

護の助成のことについて質問させていただきました。町外のかたが介護した場合には、そ

れは適用にならないという話だったんですけれども、それを踏まえて今回は拡大してそれ

も対応になるっていう解釈でいいのか。まずこれが 1点。

2 点目が心房細動の予備軍のモニターっていう制度をやっておると思いますけれども、

いま現在の実績とあとそれによって例えばなにか発見されたということで、どこかの病院

に精密に行ってくれとかというような促しがあったかどうかも含めてお願いいたします。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 いまの廣瀬委員のご質問です。

まず、新旧対照表の 48 ページの 15 番の介護用品の購入費の助成事業につきましては、

元々の制度として家族が介護する、家族に対して町内のかたで支援するということで、そ

の制度が一応今回 9 期の計画でも継続となるということで、それはそれとして残しつつ、

いまこの計画に載せたというのは今後、6 年度中にそうではなくて例えば 1 人で暮らして

いるかたについて、同じ要件に該当するかたで、家族介護の該当にならない人については、

その高齢者個人給付するという形で、町内・町外と関係なく町内に住んでいるかた個人に

同じ要件の介護 4 と 5 と自宅にいるかたについて対象とするということで、この計画の中

に盛り込んでおります。

心房細動のモニタリングのいま件数が 50 件程度なんですけれども、実際に以前にどこか

のタイミングでお話した時に、引っかかったというかたがいらっしゃったっていうことで、

そのかたにつきましてはその後も何度か連絡はとっているんですけれども、実際のところ

はまだ受診ができていないというようことで伺っております。そのかたが 1名です。

あとは前にもお話したように、ご本人自体が元々病気があったんですけれども、奥さん

が申し込みをしていて、それを知らないで申し込みされたかたで、病気があるかたが 1 名

いたということで、それ以降引っかかったかたはいらっしゃらない状況です。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 まず介護用品の助成については、町外・町内関係問わず 1 人暮らしということ

なので、いくらかは一般質問の回答がとおったのかなということで、解釈いたします。

心房細動のほうも実際私もやらせてもらいまして、なんともなかったんですけれども、

それによってなにか発見されて早期に受診した結果、良い方向に進んだというような嬉し

い報告があればもっと進むんじゃないかなと思っております。ありがとうございます。

安齋委員長 ほか。

平野委員。

平野委員 4 点ほど質問させていただきます。

まず、このたびの計画を作るにあたって冒頭に今回の計画策定の趣旨という文章を記載

されているんですけれども、数年前より地域包括ケアシステムの構築ということで、いま

後藤主査からも五つの分野に分かれ、それぞれの担当がそれぞれの役割を担って、包括ケ
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アの構築を進めていくということだと思うんですけれども、どこか包括ケアの構築という

言葉ばかりが先歩きしているように感じて、やはり後藤主査がおっしゃるように、五つの

分野のそれぞれのしっかりとした確立が必要だと思っていまして、この計画を作るにあた

り担当課として保健福祉課としては、「地域包括ケアのさらなる進化・推進により」ってい

う記載の部分については、特にどのことを思って書いているのかという考え方を聞かせて

いただきたいなと思います。これが 1点目です。

2 点目についてですけれども、実際の計画でページ数でいきますと 5 ページ、並びに新

規 9 期の計画の内容ということであわせて 22 ページの介護保険給付対象外サービスの現状

と計画ということなんですけれども、私以前から申し上げているように、各町の自治体の

高齢者への力入れについては、保険給付対象外のサービスの充実がいかに整っているか、

力入れをしているかが判断材料になる分野だと思っているんです。

そんな中、当町は人口減少に伴い高齢者も少なくなっていく中、当然職員の絶対数も少

なくなっていく中、対象外のサービスが項目として増えたということについては、大変評

価したいなと思っております。そう言いつつも実際、はつらつ演芸会でしたりだとか 22 ペ

ージ、医療送迎バスだとかサービス券の交付、これまでやっていたものを普通にここに載

せたものもあって、実質増えたのは四つくらいでしょうか。それでも増えたっていうこと

だけでも力入れをなされているなというふうに思っております。

そんな中で、特に内容が充実されることが必要だと思っておりまして、昨年の 12 月の一

般質問でも話させていただいたんですけれども、例えばこの項目の 5 番目、6 ページで言

いますと。見守りネットワーク事業、それから 6 番目の高齢者の地域見守り活動と例えば

地域見守り活動については、事業者との提携・連携によるということだったんですけれど

も、実際この事業者と当町の見守りネットワーク事業の連動性はどうなんだろうかという

ことが課題だと私申し上げたんですけれども、あわせてここに記載されていないそれぞれ

の町内会の見守り体制、これらをしっかり担当課として私はまとめる必要があるという提

案を申し上げたんですけれども、わずか 2 か月しか経っていませんけれども、9 期の実際

計画を作ったわけですから、そこの連携についての考え方を少しお聞かせいただきたいな

と思います。いまのが 2点目です。

3 点目、15 ページになりましょうか、サロンの開催についてですけれども、見込みを見

ますと延人数・回数ともに相当数増えていて、これは実績 3 年度と 4 年度と比べるとコロ

ナ禍だったから、5 年度から再開したんだっていうことで大幅に増えているように見える

んですけれども、さらに過去を遡ってもこの 5 年度のような人数あるいは開催回数をして

いなく、いかにこのサロンが地域に根ざしているというのか担当課が回数を取り組んでい

るなということが見てとれます。

そこで、例えば事例を出して申し訳ないんですけれども、当泉沢地区もことしようやく

サロンを開催する運びになったんですけれども、過去 5 年前でした最後にやったのが。そ

こから名簿を拾っていくと大幅に人数が少なくなっている、さらには生活改善センターと

いう場所でやるんですけれども、そこまでの移動をできないかたが増えている実態。

そこで、当然社会福祉協議会に委託している事業も多いとは思うんですけれども、開催

はしたいけれどもその方達がいかにその場所まで来られるのか、そこには当然送迎だった

り必要だと思うんですけれども、我々はたまたま町内会の組織が送迎として送り迎えする
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っていう運びにって考えているんですけれども、はたしてそれが適正なのかどうなのか、

事故が起きた時の問題でしたり。そういう部分の課題について、今後サロンを推進してい

くにあたって思うところ、考える課題があればお聞かせいただきたいなと思っています。

それともう 1 点がこれ計画のほうになりますけれども、31 ページの認知症の総合支援事

業ということで、いま現在も様々な認知症のかたへの支援の取り組みをされております。

私もきょうたまたまと言いますか、認知症サポーターのやっているんですけれども、な

んでこれをやっているかと言うと、本当に認知症だと思われるかたが増えたなというのを

実感しております。それは、過去から絶対数はそうだったのか、私が高齢者に関わる機会

が多かったからそう感じているのかデータはとっておりませんけれども、私の周りにもそ

のようなかたが多くいるということを確認しております。

そこで、そのかたに例えば独居老人のかた含めて、生活の支援をするというのは大事だ

と思って、そこに取り組んでいるところだと思いますけれども、私は離れて暮らしたご家

族・ご子息の方々まで現状の実態と症状を理解してもらう取り組みが必要だと思っていて、

例えば親御さんはお子さんに対しては、当然話はしっかりできるし子どもさんもまだまだ

大丈夫だって、まして忙しいしなかなか来られないしっていうのが多くある実態なんです

けれども、早い段階でやはりいまこういうふうに認知症が初期段階であるだとかそこをお

知らせして、いかにご子息の方々が面倒と言いますか気にしていただける環境づくりをす

ることは大事だと思いますので、そのような連絡でしたり一歩進んだ取り組みの考えがあ

るのかどうなのかそこも、いま現在の見解でよろしいです。再質問しませんので、以上 4

点となります。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 10 時 45 分

再開 午前 10 時 55 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

質問に対する答えということで、後藤主査。

後藤主査 まず一つ目の質問に自分のほうで回答させていただきたかったんですが、地域

包括ケアシステムのさらなる進化・推進についてということで、まず地域包括ケアシステ

ムの五つの分野の中で、特に介護予防という部分に重点を置きたいという部分と、地域支

援事業につきましては、介護予防のほかに自立支援と重症介護予防の推進という文言を付

け加えております。それにつきましては、いま現在高齢福祉、介護保険の担当課だけでな

く、保健・医療等と連携していくということで、例えば保健師さんだったり栄養士さんだ

ったりそういう専門職と連携をしていくということで、いままで見えなかった課題やそれ

に伴う分析評価を今後も実施していくという部分です。

あともう一つですが、共生社会ということで特に認知症に特化した部分で、世代を超え

た支援が必要ということで考えております。認知症のかたが安全にその地域で暮らしてい

けるように支援をしていくという部分で、地域支援事業の中でもあります認知症施策の中

で、チームオレンジなどこういう部分につきましては、地域に出向いて普及啓発活動を実

施していくことで、認知症施策の部分も重点的に取り組んでまいりたいという部分です。
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以上でございます。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 私のほうから二つ目の見守り活動の連動性という部分についてで

すけれども、これまでも 6 番目の事業者との見守り活動の部分にしますと、例えば北海道

新聞さん等々と連携の協定の中では、新聞が何日かはさまっているという場合に連絡が来

て、そちらのほうを見に行くなどの対応をこれまでも行ってきているところです。

町内会との見守りの連携につきましては、町内会ごとにそれぞれ取り組みの仕方に強弱

があるという部分もありますので、今後、町内会の見守り状況を確認しながら、連携につ

いての検討をしていきたいというふうに考えております。

安齋委員長 西村主査。

西村主査 自分のほうからは、3点目にありましたサロンの開催の関係です。

いま生活支援コーディネーターが開催していますサロンについては、送迎の対応をして

いるところです。実施主体にこちらのほうで協力をしていきたいというふうには思います

ので、送迎等の部分については、相談をしていただいた中で対応について協議をしていき

たいというふうに思います。

4 点目の認知症のかたの部分につきましては、声かけ訪問さんですとか独居のかたにつ

きましては、やはり気になるということで相談をいただいたりすることもあります。

また、認知症の初期集中チーム員の会議の中でも病院受診に来られて、やはりこのかた

気になるねっていうかたのお話が出た中で、そのかたの連絡先等ご家族のかたがやはり近

くにいないかたですとかそういった場合に緊急時の連絡等というところがわかるかたにつ

いてはもちろん連絡をして、状況等をお伝えしているところです。その中で、実際にご家

族のかたのほうからもしばらく見ていなかったのでわからなかったですというふうなこと

で訪問をしていただくですとか、こちらのほうからもその都度なにか変わりがあればお伝

えをしてというような形で、連携のほうをとっているところであります。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 先ほど再質問しないって言ったんですけれども、ほぼほぼいまお話を聞いて現

状の見解と実際そこまで行っているんだという実情も含めて理解しました。

1 点、やはり安心見守りの部分については、担当課長もいまお話された中で十分現状を

理解しているとおり、地域によって違いが多く見られる。あるいは、新聞配達と言いまし

たけれども、新聞をとられていないかたはじゃあどうするんだだとか、手の行き届いてい

ないかたがいるのが実情でございます。孤独死ゼロを町としては掲げているわけですが、

実際毎年毎年発生しているのも事実です。それらを 100 ％網羅するのは理想ですけれども、

やはり地域ごとに達成していけるところからでも埋めていく努力が必要だと思っていて、

そこのいま課長の言葉どおり、「地域との連携を模索します」ということですので、それは

しっかりと言葉のみならず、行動に次年度は取り組んでいただきたいとお願い申し上げて

おきます。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 まずいまの第 9 期の老人福祉計画、それから介護保険事業計画、この上位にあ

たるのは町の振興計画ですよね。ですから、この計画が町の振興計画にどう反映させてい

くか、またはどういう整合性をとっていくのか、ここもやはり見えてこないと私はだめだ
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ろうなっていうふうに思うんだけれども、その辺の見解っていうのはもっていますか。も

っていましたら教えていただきたいし、これから 3 か年の介護保険の計画を進めていくん

だけれども、検証していかなきゃならないと思うんですよね。だから､その辺の検証はして

今回のこういう計画になってきたものなのかどうなのか、その辺確認をしたいと思います。

それから 1 ページ目にありますけれども、75 歳以上の人口は 2030 年まで増加傾向とな

っており、介護ニーズの高い 85 歳以上は、2040 年頃になると 75 歳以上の人を上回ります

よという表現なんだけれども、この辺はだいたいどういうバランスになるのかなというふ

うに思うんですけれども、その辺人口の推移と年齢構成を教えていただきたいなと思いま

す。

それから次が 32 ページ、いまケアプランの点検というところなんですけれども、町には

個人の事業者が 3 件、それから社会福祉協議会なりあなた達がいて、五つの部署でこのケ

アプランを点検しているだろうと思うんだけれども、私が心配なのは「適切なケアプラン

の作成に向け、町職員による点検を実施し」とあるんだけれども、この町職員というのは

どなたのことを指しているのかなというふうに思うんだけれども。私は逆に事業者のほう

はかえってあなた達に失礼だけれども、プロだから私はかえってそっちのほうの人達のほ

うが言っちゃ悪いけれども、プロなので心配ないのかなと思うんだけれども、その辺はや

はりこのことを実際に実施してみてどういう指導をしているのか、いままでの中であるの

かその辺教えていただけますか。

それから 43 ページ、先ほどいま平野委員とのやり取りの中で、「今回、チームオレンジ

を立ち上げ」となっているんだけれども、チームオレンジとはどういう人達なのかなとい

うふうに私ここ気になったものですから、ここを教えていただけますか。まず、そこまで

よろしくお願いします。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 まず 1 点目の振興計画との整合性というところですが、振興計画

の中の分野として、みらいある福祉・医療・保健の中に関連する計画として、この第 9 期

の老人福祉計画・介護保健事業計画というところで、そこに関連する計画ということで、

そこの中で整合性を図っていくということになっております。

それと、3 か年の計画で検証しているかということなんですけれども、この作成にあた

りましてこれまでの事業内容等も内部で打合せし、検証しながらこの計画の策定につなげ

ております。まず私から 2点です。

安齋委員長 後藤主査。

後藤主査 まず人口の関係だったんですけれども、2040 年頃までに 75 歳以上人口を上回

る勢いで増加していくことがということなんですけれども、これにつきましては増加率が

上回るという解釈となります。

次に、ケアプラン点検につきましては、実施している職員につきましては、私のほうと

あと包括支援センターの西村さんと、ケアマネージャーの資格のあるかたで点検のほうは

しております。

内容につきましては、実施しているケアプランを各事業所・全事業所からいただいて、

それで国のほうの指針に基づいて一つひとつ漏れがないか、間違いがないかというものを

職員でチェックをして、それでなにか漏れ等があればもちろん事業所のほうにはお話する
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ような形にはなりますが、先ほど東出委員がおっしゃったとおり、民間の事業者の方達と

いうのは皆さんプロなので、それほど指摘される部分というのは、いままで実施してきた

中でございませんので、それに対する返答というのはしていないところであります。

ただ、国のほうでこういうプランについて点検しなさいとかっていう指示的な部分はあ

るので、それに伴って提出していただいているところです。私のほうは以上です。

安齋委員長 西村主査。

西村主査 チームオレンジの質問なんですけれども、認知症のサポーター養成講座を受け

られたかたが先ほど平野委員さんがおっしゃっていましたとおり、地域で気になるかたを

見守っていただくというのがサポーターの役割と言いますかなにか手をかざすということ

ももちろん必要なんですけれども、地域の中でそういうかたが暮らしていく中で、見守り

をしてさりげなく支援をしていくと。そういうようなかたのサポーターをさらにステップ

アップをした中で、活動を前進させるというところになります。

実際に認知症のサポーター養成講座のほうは行っているんですけれども、そのサポータ

ーを受けられたかたのステップアップ講座というのがまだ実施できていません。なので、

そこをまず行う形をとりまして、それから講座を受けたサポーターの方達のグループを作

って、例えば地域で認知症のカフェみたいなことを行うとか、いま実際センターのほうで

も行っているんですけれども、そういったところに参加をしていただいて協力をしていた

だくですとか、そういうような取り組みをしながら地域で認知症のかたと家族であったり

とサポーターのかた、チームオレンジのかたをつなぐというような仕組みづくりになりま

す。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 課長の言った振興計画とこの計画はリンクしているんですよということで、整

合性が図られているということでは理解しました。ただ、一つ聞きたいのはチームオレン

ジですか、これ令和 5 年度の当初予算の委員会の時にこの話ってなかったですよね。確か

私そう認識しているんですけれども、これってそうするとチームオレンジは当然予算も絡

んでくるのかなと思うんだけれども、いつ頃立ち上げて、何人のかたがチームオレンジに

参加してくれているのか。当初、予算でその話があれば私この質問はしないんだけれども、

当初予算では上がってなかったような気がするんだけれども、その辺当然お願いするわけ

だから、おそらくその人達だって無償でやってくれているのか、また予防講座なんかやっ

ているわけですよね、認知症予防の。そうすると当然費用もかかってくるんじゃないかな

と思うんだけれども、その辺もうちょっと詳しく教えてください。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 まずチームオレンジの取り組みにつきましては、9 期の計画の中

で取り組んでいくということで、ご理解いただければと思います。

それで、5 年度につきましては 15 ページあります認知症普及啓発というところで、5 年

度のところに認知症サポーターの養成講座というのがありまして、こちらのほうを 9 月に

行っておりまして、その時の参加されたかたが 45 名いらっしゃるんですけれども、その方

々も含めてこれまで認知症サポーターという養成講座を受けたかたを対象に今度チームオ

レンジを立ち上げていきたいということで、それは今後 9 期の計画の中で立ち上げていき

たいというようなことでございます。
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安齋委員長 東出委員。

東出委員 ここの中に②認知症普及啓発とそうやって書いてあって、チームオレンジって

いう言葉がなかったから私は聞いたわけです。だから、その辺だってやはり皆さんもそう

だと思う。チームオレンジってなんだろうなというふうに私思います。そういうところの

説明をきちんとしてくれないと当初予算にも上がってこない、そしていま今度 9 期の計画

でこういうことをやるんだって言っているにしても、いままだ 5 年度の常任委員会でしょ

う、やっているの。4 月 1 日からでないと第 9 期にならないわけだよ。その辺のズレがあ

るし、チームオレンジってなんなんだろうなっていうそういう思いがあったんですけれど

も、その辺どうですか課長。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 すみません、いまこの資料の説明につきましては、9 期の計画の

これから取り組む内容についての説明と、あとこれまでの実績等の説明ということで、い

ま私のほうでお話したのがこれまで認知症に関するサポーターの取り組みについて、先ほ

ど言いました 15 ページのところで、その養成講座をやっていますということで、実績が 4

5 人いらっしゃいますということで、チームオレンジについてはこれから 9 期の計画の中

で取り組みをしていきたいということで、これまでの認知症のサポーターの講座を受けた

方々を対象に地域で見守っていただけるようなステップアップする講座等の開催によりま

してチームオレンジというものを立ち上げていきたいというようなことでご理解をお願い

したいと思います。

安齋委員長 ほか。

吉田委員。

吉田委員 15 ページの地域ケア会議推進事業のことでお聞きしたんですけれども、これケ

アマネさんの人達全員による会議だと思うんです。概ねいまこの人数を見ていたら、だい

たい平均的に 18 名の参加で見込んでいると。

先日、1 月の 20 日に議会懇談会の中で出た言葉であって、さくらありますよね、小規模

多機能型。前々回に事務調査をやった時に、人数が少ないという話が出ていたんですよ。

それで、議会懇談会の中であそこにも通いたいと言うのか施設を使いたいとあったんで

すけれども、これ立ち話で課長と西村さんとどうなっているんだっていう質問をしました。

そうしたら、そこの施設を使うにはケアマネが代わらなければならないと。当然木古内

の施設もそうなんですけれども、これ制度上はそういうふうになっているんだなと思うん

です。だけれども、やはり町内の施設をもっとスムーズに臨機応変に使えないものなのか、

ケアマネによっては函館の施設なんですけれども、家族にしてみたら通うのが大変だと。

そういう人達は木古内の施設となるとやはり当然ケアマネが代わると。ということにな

ると、ケアマネの人達も困ることもあるんだけれども、やはり町の施設であればそういう

ことを考えながらやっていく。それは、この会議の中でケアマネ同士でどういうふうな話

し合いができているのかなっていうのをこれできるかできないというのは制度上どうなっ

ているのかっていうのは、そこら辺の説明をお願いできますか。

安齋委員長 西村主査。

西村主査 吉田委員の質問につきまして、まずさくらの利用者さんにつきましては、さく

らのほうが通い、訪問、泊まりという三つのところを一つの事業所で行うという形になっ
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ております。

それで、さくら小規模多機能型を利用する場合には小規模多機能型のケアマネージャー

さんがいますので、そのかたが支援というか計画を作成するっていう形になります。

例えばほかのケアマネさんが小多機をという形で、このかた小多機の利用が必要だって

いう判断をした場合には、いま担当されているケアマネージャーさんからさくらのケアマ

ネージャーさんのほうに引き継ぎをしてお願いをするというのがいまの制度上はそのよう

な形になっております。

あとは、ケア会議の中で具体的にそういうどのかたがさくらの利用が望ましいかだとい

うような内容の部分については、会議の中では出てはきていませんので、それぞれ担当の

ケアマネージャーさん同士で必要な場合、中にはやはり最近ではないですけれども、以前

にはサービスの必要性だとかそういった部分を踏まえて、このかたはいま私が担当してい

るけれども、さくらさんのほうがいいんじゃないかと、こういう希望があるのでというと

ころで、引き継ぎをされたかたもおりました。

安齋委員長 吉田委員。

吉田委員 ということは、この会議の中でそういう話っていうのは出ないっていうことで

すね。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 21 分

再開 午前 11 時 22 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

西村主査。

西村主査 個別の個人でこのかた利用だと、施設はどこがいいだろうか、どういうサービ

スが必要かというような個別のケア会議というものも必要な時に行うのが地域ケア会議の

中にあります。困難な事例で皆さんでこういうケースの場合はどうしたらいいだろうかと

いういろいろな意見をいただいた中で、個別のケア会議というものも行ってはいるんです

けれども、実際にベテランのケアマネージャーさんも多くて、ちょっとした相談はもちろ

んありますけれども、その中で解決できるというところも多いかと思います。

あとは、個別にというところでお話をしながら対応しているという状況がありますので、

なかなかケア会議の中で個別の支援については、なかなか出てきてはいないという状況で

す。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 先ほどサロンの件で同僚委員からありましたけれども、私ちょっと違う部分で

聞きたいなと思っています。

25 町内会ある中で、サロンを開催してほしいという町内会は結構あると思われます。

サロンの開催をお願いするということは、高齢者の安否の確認だとか、ある意味では見

守り等を兼ねた部分で、サロンの開催をお願いしてきました。
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サロンを開催する時のメニュー等に関しては、その時々によっていろいろ変わるんです

よね。その部分では委託しているということなので、メニュー等に関しては担当課のほう

で社会福祉協議会のほうといろいろメニューのなにをやるかとかというのは、相談してい

るのかどうかということと、去年までは例えばうちの町内会港なんですけれども、お願い

していました。そうしたら、ことしから令和 6 年度からは港町町内会は外れましたという

ことなんですよ。もしやってほしいのであれば申し込んでくださいという言い方をされま

した。私いろいろ考えてみたら、仮に例えば 25 町内会ある中で、全町内会が申し込んだと

すると社会福祉協議会だけでは対応できないんじゃないのかなという気がしまして、それ

で申し込まないとだめですよということになったのではないのかなとそんなふうにも感じ

ておりました。その辺社協さんのほうと担当課のほうとどんなサロンのメニューに関して

も、あるいは今年度申し込み云々のことに関してもどんな打合せをしているのかなとそう

思っております。これサロンは、例えばうちの町内会だけでないと思うんです。高齢者の

見守りだとか安否の確認だとかいうことは、すごく大事なことだなとそんなふうに思って

いまして、コロナの時には随分少なかったけれども、令和 5 年度は 146 人のあれがありま

したよと。私はこのあたりは高齢者の安否確認だとか見守り等を考えた時には、もっとも

っと人数が増えてもらえる要素があるんじゃないのかなとそんなふうに思っているんです

よ。1点目はそれです。

それと、同じ生活支援体制整備の中で協議体の設置ってあるんですね。協議体の設置に

関してどんな構想をもっているのかなと。ある意味では、協議体を設置する中では、各町

内会にお願いしないとだめな部分も出てくるのではないのかなとそんなふうにも思ってい

るんですよ。その辺の協議体の設置の構想をお聞かせください。以上、2点です。

安齋委員長 2 点、質問が出ました。

後藤主査。

後藤主査 まずサロンのメニューにつきましては、基本的にはこちらのほうからこれをし

てくださいという提示はしてございません。ということで、社会福祉協議会とあとサロン

をしていただきたい部分とでお話をしていただいて、どのような形の内容がいいかという

部分を話し合って決めてもらうような形をとっています。

それで、町のほうからとしましては、例えばうちのほうで言えば栄養士さんとか保健師

さんとかそういう専門職がいるので、毎回ではないんですけれども、年に 1 回・2 回とか

そういう専門職を交えてそういうサロンの開催とかしていただけないかという部分につい

ては、先日協議体の部分の会議もありまして、令和 6 年度に向けてもそのような話でお願

いしたりとか、そういうことはさせていただいているところです。

あと、港町町内会でサロンを外れたとかというのは、確かな情報はわからないんですけ

れども、たぶん以前まずサロンをされていて、それで自主的なサロン展開に向けてたぶん

社会福祉協議会のほうで進めていたんですけれども、例えばそれがちょっと自主的なサロ

ンに継続に至らなかったとかそういう部分がたぶんあったのかなという部分と、社会福祉

協議会としましては新たな地区です。実施していない部分とかそういうところに向けて、

新たなサロン活動をしていきたいという方針もあるところもあるので、そういう部分で申

し込みしてくださいという形で言われたのかなと推測で申し訳ないんですけれども、そう

いうところがあったかと思います。
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あと、生活体制支援整備事業協議体につきましては、もちろん生活支援コーディネータ

ーが中心となって様々な活動を行っていくんですけれども、それこそ町内会の会長さんだ

ったりとか代表のかたであったりとか福祉部門のかたであったりとか、そういうところに

はたぶん事前にお話をして、そこでどのような形でしていきたいという部分をたぶん話し

合いをして進めているところではあるとは思うんですよね。なので、町内会等につきまし

ては、お願いするような形はたぶんとられているとは思います。以上でございます。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 サロンのことはわかりました。社協さんと直接話をしないとだめな部分もある

なとそんなふうに思っています。

ただ協議体の設置、これは正式にいつから設置するのかなとそんなふうに思っています。

というのは、例えば各地域に民生委員さんがいる、必ず。ある意味では、民生委員さん

の力も借りないとだめな部分が出てくるだろうとそんなふうにも判断しているんですよ。

ということは、民生委員さんにそういう話が通じていなければならないわけですよね。

だから、協議体をいつから発足させるのか。その以前にいろいろ例えば民生委員さんに

しても各町内会さんにしてもそういう話を届けていないとなかなか設置も困難じゃないの

かなとそんなふうにも思うんです。だから、設置の時期等はどんなふうに考えているのか

なとそのあたりをお願いします。

安齋委員長 後藤主査。

後藤主査 協議体につきましては、生活支援体制整備事業がはじまった時点で、いま現在

立ち上げております。その中で、民生委員さんであったりとか有識者が協議体の委員さん

になっていただいて、その旨会議を開いて協議をしているところです。なので、協議体い

ま現在、設置しているところです。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 もう設置されている。例えばそのメンバー等は私達わからなくていいのかな。

というのは、例えばうちの町内会にも民生委員さんおりますよ。民生委員の方々からそ

ういう話って一向に聞いたこともない。たまに町内会は役員会とかやるわけで、役員の中

には必ずうちの町内会は民生委員さんも含めているんです。それは、お互いにいろんな情

報を周知しようという形の中でやっているんですけれども、それはオープンにできないも

のですか。

安齋委員長 西村主査。

西村主査 協議体の委員につきましては、町内会連合会であったり民生委員協議会であっ

たり、そういう関係機関のほうに 1 名ずつ依頼をして、あとはまちづくり健康推進委員会

ですとか、その中から参加をしていただいて、年にいま 2 回・3 回ですけれども、協議体

として事業の説明であったり課題について、話をしながら新たなサービスだとか助け合い

のための仕組みを考えているというところになります。その委員さんの名簿につきまして

は、いま手元にもってきておりませんでしたので、もし必要ということであれば後ほど用

意をしたいというふうに思います。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ私のほうで、認知症の予防ということについては外出しない人、出
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たがらない一人世帯の人のほうが認知症になりやすいというふうに思うんですが、いまこ

の事業の中で集合して開催する予防事業というのが多いと。介護予防普及啓発事業、それ

から地域介護予防活動支援事業、若しくは訪問外出支援といったものがそれにあたるかな

というところなんですが、なかなか外に出ない一人世帯の人、そういった人の介護予防っ

ていうことに関しては、なにか考えたり計画に含めようとかそういうものはなかったんで

しょうか。そこちょっと聞きたいなと思います。

吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 いまのご質問ですけれども、外出しない一人暮らしのかたが認知

症になる可能性が高くなるというようなことですけれども、そういう方々に外出していた

だくっていうことで、いまそれぞれ様々な事業を進めているところですので、今後もその

取り組みを進めてまいりたいと思います。

安齋委員長 この支援策っていうのはあるんですけれども、これでもなかなか出てこない

と。その内容についても興味があるとかないとかっていうのもあるのかもしれないんです

けれども、やはりそういう人を逆に見守っていくそういうのがないかっていうのを確認し

ていくそういう作業も必要なのではないかなと思いますので、もしよければ今後そういっ

た方向性を考えていただければなというふうに思います。答弁はいりません。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、保健福祉課のほうなんですけれども、福祉の充実はものすごく大

切な事業ということで、だんだん予算のほうも厳しくはなりますけれども、利用者が不足

していると感じるサービス、若しくは利用したいと考えているかたの人数の把握そういっ

たものに努めていただいて、実績に対する検証や分析をしっかりし、適切な計画、修正を

しながら実施をしていっていただきたいなというふうに思います。

以上をもちまして、保健福祉課の調査を終了いたします。

保健福祉課の皆さん、お疲れ様でした。ありがとうございました。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 38 分

再開 午前 11 時 41 分

＜商工観光創生室＞

・新幹線木古内駅活用推進協議会（ 9 町観光連携）の状況について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、商工観光創生室の調査のほうに入りたいと思います。

まず、新幹線木古内駅活用推進協議会の状況についてということで、説明をお願いいた

します。

福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 皆様、おはようございます。産業経済課商工観光創生室の福

井でございます。
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それでは、調査事項の 1.新幹線木古内駅活用推進協議会（9 町観光連携）の状況につい

て、ご説明いたします。

2ページをお開きください。

1.会議につきましては、令和 5 年 6 月 7 日に総会を開催し、担当者会議を 12 月 13 日に

開催してございます。

2.令和 5 年度事業、①の周遊観光推進に向けた取り組みにつきましては、9 町エリア内

の路線バスが乗り放題となる江差・松前周遊フリーパスを販売しており、12 月末現在の販

売総数は 636 枚となり、対前年 110 ％となってございます。

2.9 町エリアの観光スポットを巡る道南西部 9 町をぐるっと巡るラリーは、7 月 1 日から

11 月 30 日の間に実施し、557 名の応募があり、対前年 148 ％となってございます。

周遊事業の効果といたしましては、どちらも継続事業であり、認知度がアップしたこと

で利用者、参加者が増加し広域周遊につながってございます。

フリーパスについては、函館発着の利用者が多く、空港や湯の川などからのバスも対象

にしてほしいとの意見があることから、エリア拡大を検討してまいります。

② 9 町エリア連携ＰＲ事業につきまして、当エリアをモンベルフレンドエリアに登録し

ております。

モンベルフレンドエリアホームページの閲覧数は、12 月末で約 5,000 アクセスとなって

おり、110 万人の会員へ発行する年間誌に 9 町紹介記事を掲載したことで、アウトドアに

興味があるかたや自然を活用したスポーツ関係者に対し、魅力を発信することができてご

ざいます。

また、来年度は当エリアの自然をフィールドとしたトライアスロン大会の開催を予定さ

れており、世界各国から注目を浴びているため引き続き情報発信を行ってまいります。

3ページ目をお開きください。

③プロモーション活動につきましては、9 町観光パンフレット「北海道最南端紀行」を 1

万 2,000 部発行し、9 町の観光施設やどさんこプラザ各店舗、各種プロモーションで配布

しております。

また、年間誌である旅行雑誌まっぷるに 9 町観光情報を掲載しております。各町のグル

メやスポット、モデルルートなどを集約し発信したことで、来訪意欲を向上させ誘客につ

ながってございます。引き続き、最新の情報を収集し、発信していくことで広域エリアへ

の誘客を図ってまいりたいと考えてございます。

以上で、新幹線木古内駅活用推進協議会の状況について説明とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問ございますか。

又地委員。

又地委員 室長、うちの町長の考え方からいけば広域観光をなんとかということで、随分

力をいれている。そんな中で、私たまに感じるのは西部 4 町、あるいは檜山南部 5 町との

9 町で、新幹線木古内駅を活用する云々ということで、道の駅には 9 町のポスターも大々

的に張って、うちとすれば公平な形の中で広域観光を進めていこうという思いの中でやっ

てきていると思うんですよ。そんな中で、9 町の足並みというのはどうなんだろうなと。
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なんかうちだけが一生懸命努力しているように見えます、私には。だけれども、よその

町はどうなんだろうなというふうな思いも時として抱くんです。そんな中で、担当室とし

てどうですか。各自治体、構成町の悪口はいいです。ただ、客観的に見た中でどんな思い

でいるか知りたいなとそんなふうに思っているんですよ。なんて言うんでしょう、事ある

ごと私の立場としても構成町の方々と会う時には、うちもそうだし 9 町構成町各々、通年

の観光資源ってあまりないわけですよ。そんな中で、やはり一つの殻を我が町というエゴ

から抜け出さないとだめでないですかという話を私随分しているんです。だけれども、最

後になるとなんとなく我が町だけという地域のエゴが先に走っているような感じを受ける

んです、私は。そんな中で、担当室としてどんな感じ方をしているかなと。その辺のあれ

を知りたいなと思っているので、お願いします。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 まず九つの町、木古内を除きまして 8 町の観光に対する取り

組みですとかその思いなんですけれども、例えば乙部町ですと昨年度はテレビＣＭで取り

上げられました「シラフラ」っていう海岸です。そちらのほうは、令和 6 年度に向けて観

光のほうを整備したりですとか、あとは福島町とかも私達と一緒に観光プロモーションで

道外のほうに一緒に行って商談会に参加させていただいたりですとか、厚沢部町でしたら

道の駅をリニューアルさせていただいてＰＲをしていただいているということで、各町そ

れぞれ取り組みの仕方は違うんですけれども、ただ観光に対する力のいれようという部分

では、協議会を開催してお話を聞く中でもすごく力にいれていただいているというふうに

は感じてございます。

また、我が町だけを感じるというもしかしたらそういうニュアンスもございましたが、

こちらにつきましても一緒に商談会に参加させていただいた時ですとか部分では、その町

だけではなくやはりこの周遊をということで、それぞれの担当者もご説明いただいていま

すし、連携をしてＰＲにも伺っていますので、そういう部分で 1町っていうわけではなく、

ほかの町のかたも広域という部分でニュアンスをもっていただいて対応していただいてい

ると感じてございます。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 9 町、広域の連携っていう観点から又地委員からは、木古内はすごい一生懸命

前向きにっていう感じをとれるという感想だと思うんですけれども、そのぐらい木古内よ

りも他の地域のほうが全国から呼び寄せられる武器があるというのか、そこを別に利用す

るっていう意味じゃないですけれども、やはりこの新幹線駅があるメリットを活かして、

それを拠点として木古内はもちろんのこと、全域で全国の観光客に対抗するっていう考え

だと思うんです。

それで、当然新幹線駅がある当町が中心となって一生懸命頑張るのは当たり前だと思う

んですけれども、観光という分野と特に近年はアウトドアに特化した力入れを当町はして

いると思うんです。まさにいま名前出たモンベルさんとの提携で、計画書の策定で、その

後じゃあどうするんだというところがまだ目に見えていない、新年度予算を見ても特段モ

ンベルさんとの提携した効果が出ているわけでもないと感ずるんです。あくまで骨格予算

ですから、このあとわかりませんけれども。特に 9 町のエリア連携ＰＲ事業で、こちらも

モンベルさんのフレンドエリアに登録し、アウトドアの興味を示しているファンにという
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ことで、ホームページの観覧数ですとかを見ると会員数ですとかを見るとこんなに幅広く

ＰＲできているのかなと思いきや、実際木古内町の投稿している内容を見るとトロッコ列

車で、去年の実績を見てもトロッコ列車の利用した人数って減っていましたよね、確か。

全然このトロッコに載せているＰＲがされていないと言わざるを得ないんです。決して

トロッコ列車が悪いわけではありませんけれども、他市町のそういうアウトドアの分野に

勝るものが当町は現在ないということを結果として担当課は把握するべきだと思うんです

けれども、その考えがどうなのかとそれを踏まえた上で今後、課題を解決するためにどの

ような現状を進捗で話が協議されているのかお聞かせいただきたいなと思います。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 まず当町のアウトドアのアクティビティにつきましては、平

野委員が言われたとおり、モンベルのホームページには道南トロッコ鉄道のほうを紹介さ

せていただいてございます。

ほかの町で言いますと福島町とか知内町さんの青の洞窟のクルージングですとか、あと

は奥尻のサイクリングですとかそういうような本当アクティビティを載せさせていただい

てございます。それに向けてなかなか木古内では実際、アウトドアアクティビティってい

うのが大変少ない、体験観光の平磯体験ですとか、あとは漁船乗船体験そういうようなと

ころがございますが、そこに向けてはそれこそ今年度令和 5 年度協議会って言うんですか

検討会を立ち上げまして、実際に冬のアクティビティっていうことで、ゴムチューブのス

ノーモービルで引いて体験の実際の検討会を開いたりですとか、あとは新栗山って言うん

ですかパークゴルフ場の向かいのあそこのオフロードバイク、自転車で回れるかどうかと

いうことの調査ですとか、あとはキャンプ場の可能性ということで、提案いただいており

ました場所の調査とかも行ってございます。令和 5 年度いま取り組みをはじめまして、調

査をしているというところでございますので、なかなか一色単に全てをいま進めていると

いうよりは、まずは可能性をまた再度検討をさせていただいて、できる限り体験観光等で

取り上げられるような平磯体験というものは、ぜひ次年度以降令和 6 年度以降メニュー化

をしていきたいと考えてございます。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま平野委員とほぼほぼ聞きたい内容は同じだったんですけれども、いずれ

にしてもこのモンベル云々というような話の記載がありますけれども、我が町としてもそ

の辺の動きがさっぱり当町の動きっていうのが見えてこない、ほとんど見えていないと我

々も含めて。おそらく見えているかたもいるんだろうけれども、個人的にはほぼほぼ見え

ていないと。一つは、やはり木古内の新幹線がとまる町の中で、ほぼほぼ道南渡島・檜山

含めて 9 町の観光状況を見たって全く木古内っていうのは、いま言ったように迫力ないで

すよね。それは、もうなんか一つか二つの状況の中で、他町のほうが遙かに我が町よりそ

ういう観光名所だとか、あるいは観光に対する意気込みだとか、そういうものは強く感ず

るんですけれども、こういう報告を見ると非常に我が町っていうのは、いよいよなんかネ

タ不足だなっていうのが感ずるんですよね。だから、報告は報告としていいんだけれども、

やはりもっともっといわゆる我々に対するアクティビティが報告を期待したいんだけれど

も、いまの中ではこの 9 町エリアの連携ＰＲっていうことを言えば、なかなか足踏み状態

かなというふうに特に感じました。ですから、モンベルを武器にした部分では大変良いと
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思うんだけれども、その辺の施策だとか流れがあまり我々に伝わらない部分もあるので、

その辺を今後どう展開していくのか、ちょっとその辺お聞かせいただけますか。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 まず、木古内町の観光入込客数を見ますと 9 町の中ではいま

一番多くの観光客はお越しいただいてございます。道の駅の人気もございますし、ただ一

方ではアウトドアのアクティビティの部分では、確かに青の洞窟ですとかそういう部分を

考えますと、確かに弱い部分はございます。

ただ一方で、体験観光の部分に限りましては、これだけ地引き網ですとかウニの殻割体

験ですとか平磯体験、様々なアクティビティもございまして、多くの団体でもご利用いた

だいてございます。やはりここが木古内の強みかと思ってございますので、このアウトド

アアクティビティの可能性を調査しながら、体験観光につなげていきたいと思ってござい

ます。以上です。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま室長のほうからいろんな活動の報告はありましたけれども、交流人口が

この 9 町で一番だと。それはそうなんだけれども、それはそれでいいと思うんです。大変

皆さんのご協力の中で、そういう結果になっているんだろうというふうに思うけれども、

でもやはりこと観光だとかそういう部分に関してのもっともっと取り組みがほかよりどう

もちょっと足踏みしているんじゃないかなというような気がしたものですから、やはり言

われていることは一生懸命やられているよということは理解はするんですけれども、もっ

ともっとやり方がもう少し我が町をＰＲできる、さらにＰＲできる政策展開ができるんじ

ゃないかなという気がしましたので、なお一層の協力で励んでいただければなとそんなふ

うに思います。回答はいいです。

安齋委員長 ほか。

吉田委員。

吉田委員 私のほうから新井田委員の質問を聞いていて思ったことなんですけれども、こ

れ西部 9 町ですよね。事業の中身の中に函館の湯の川、たぶん温泉だと思うんです。そこ

から空港からというのが参加した人達の意見としてあると。これもう木古内の新幹線の駅

もかなり経っている中で、9 町でやっていっていいのかなってハテナっていま思ったんで

すよ。それで、函館も入ってきて七飯・北斗市入ってきて、ある意味道南全体で考えてい

くのも一つの案なのかなとチラッといま質疑を考えてやっていたんですよ。そういう段階

にいま入ってきて、そうしたら木古内はどうするんだっていうことを考えていくのが必要

なのかなと思うので、それはいますぐそういう協議に入るとかって云々っていうのはでき

ないと思うんですが、そういう考え方も必要じゃないのかなと思うんですが、そこら辺担

当課お願いします。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 まずは新幹線木古内駅がございますので、木古内駅を拠点と

して取り組んでいくというところでございます。

ただ一方で、これから 2030 年度には北海道新幹線自体も札幌延伸がございます。そうな

りますとこのエリア圏域が木古内駅は新函館北斗駅ではなくて、函館圏域っていう形でな

り得る可能性もございますので、そこら辺もその状況を見ながら検討って言うんですか、
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考えていきたいとは思ってございます。以上です。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 モンベルさんの件なんだけれども、500 万投資して委託いたしましたよね。

私あれしてみて中途半端だなと思いながらおります。モンベルさんに 500 万出した部分

で、いつの時期にというかいろいろ調べて調査してもらったんだけれども、形としてどん

なものが出てくるのかなと。その時期はいつになるのかなという思いでいるんですよ。で

ないとせっかく 500 万出していろんな回答があったと思われるんだけれども、その回答に

どんな形で町自体が取り組もうとしているのかというのがさっぱり見えないので、そうし

たら 500 万ただ投げたことになっちゃうのかなというそんな思いもあるんだけれども、そ

の辺どうなるのかちょっと答弁いただきたい。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 昨年、令和 4 年度の事業で、このアウトドアアクティビティ

の可能性調査を行ってございまして、令和 5 年度今年度、常任委員会でもこちらの報告書

のほうを説明させていただいてございました。その中では、観光に携わるかた、あとはア

ウトドアに携わっているかたを検討委員として一緒に入っていただいて、実際出された可

能性を実際にメニュー化ができるかどうかっていうのを令和 5 年度先ほどもチラッと説明

させていただきましたが、検討しているところでございます。夏のメニューですとか冬の

メニューですとか、令和 6 年度はその中の検討委員さんの中では、ちょっとした川下り的

な書きぶりもその可能性の報告書にございましたので、そういうところも実際にその検討

委員の中で調査というか実際体験をさせていただいて、メニュー化かどうかっていうのを

いままさしく進めているところでございますので、そちらを再度検討させていただいて、

実際メニュー化が可能であれば、それこそ先ほども言いました体験観光の推進協議会のほ

うのメニューとして整備をしていきたいと考えているところでございます。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 商工観光創生室については、木古内の魅力をもっと発信・アピールできるよ

うに発掘・発見に力をいれてもらいたいなと思います。

次のインバウンド観光の状況についてということなんですが、午後からということでお

願いをいたします。

それでは、昼の休憩をいたします。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 12 時 02 分

再開 午後 1時 00 分

・インバウンド観光の状況について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、次のインバウンド観光の状況について、説明をお願いいたします。
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福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 それでは、調査事項の 2 番目、インバウンド観光の状況につ

いてご説明いたします。

4ページをお開きください。

1.モニターツアー事業につきまして、寒中みそぎ祭りにあわせ 2 回実施しており、1 回

目は 1 月 14 日の夜の寒中みそぎにあわせ、中国のかたが 10 名、台湾のかたが 7 名の 17 名

に参加いただいております。

体験内容は、寒中みそぎ祭りのみそぎ行列や神社境内での富まき、もちまき、水ごりの

見学、あとは日本の昔遊びといたしまして、和琴やけん玉などを体験していただいてござ

います。

2 回目は 1 月 15 日にアメリカのかた 1 名、オーストラリア 1 名、チリ 1 名の 3 名のかた

が参加いただいており、海中みそぎや松前神楽の見学、みそぎフェスティバルなどを見学

していただいております。

参加者からは日本の文化を知ることができたとして寒中みそぎ祭りの評価が高く、再訪

したいとの意見があり、また、協力隊の李さんのガイド対応が丁寧で、わかりやすいとの

評価をいただく一方、木古内町の特産品をもっと取り上げてほしいとの意見があり次回以

降の課題となっております。

2.マスメディア事業といたしまして、台湾のテレビ局「台湾民視」の番組「ゴーゴー台

湾ライチュー北海道」の取材対応として、みそぎ浜や道の駅を紹介しております。

新聞関係では、香港新聞社「ＡＭ 730」の取材対応として、地酒みそぎの舞や孝行餅な

どを紹介しております。

インフルエンサー関係では、香港在住の 3 名の取材対応として、みそぎまち歩きや佐女

川神社などを取り上げてもらい、インスタグラムで 146 投稿していただいております。

また、台湾在住の胡さんの対応として、道南トロッコ鉄道やみそぎ浜などを取り上げて

もらい、フェイスブックでは 20 投稿、ユーチューブで 6 動画を投稿していただいてござい

ます。

テレビや新聞、インフルエンサーも現地での発信となることから、北海道に興味がある

かたへ木古内町をＰＲすることができてございます。

また、今年度は総務省や北海道観光振興機構などの事業を活用しているため、招聘費用

がかかっておりませんので次年度以降においても他団体の事業を活用し取り組んでまいり

たいと考えてございます。

5ページをお開きください。

3.プロモーション事業につきまして、英語と中国語の木古内町観光パンフレットをそれ

ぞれ 2,000 部作成し、道の駅や函館空港、各プロモーションで配布しております。

また、手書き広域観光マップもそれぞれ作成し、道の駅や函館空港に配布しております。

プロモーションといたしまして、大阪で開催されたビジットジャパンに参加し、中国や

台湾、タイなど 15 か国の旅行会社 27 社と商談を行っております。

また、台北国際旅行博にも参加し、台湾の旅行会社 13 社とも商談しております。

実際に旅行会社担当者と商談したことで、旅行会社のニーズを把握することができ、希

望する情報を提供することができております。特に、春の函館、松前の桜に連動するサラ
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キ岬チューリップや札苅村上芝桜園、伝統神事の寒中みそぎ祭りに興味を示してございま

す。

函館空港の国際線の発着が増えつつありますので、担当者との情報交換や情報提供がよ

り一層必要となっていくため引き続き継続してまいりたいと考えてございます。

以上で、インバウンド観光の状況についての説明となります。よろしくお願いいたしま

す。

安齋委員長 説明が終わりました。

皆さんのほうから質問ございますか。

廣瀬委員。

廣瀬委員 対外的に木古内町をアピールするということで、みそぎだったり特産品であっ

たりということで、大変ありがたくもあり今後に期待するという部分もありまして、先ほ

どの 9町連携にも関連して伸びていくのかなとも思っております。

私も一般質問でも話したように、もっともっと木古内町をアピールが必要ではないかと

いうことで、インフルエンサーの活用ということで提案をした経緯もありまして、そこで

ちょっと聞きたいのが今回インフルエンサー活用したというところにおいて、このインフ

ルエンサーの方々のフォロワー数とかというのがわかればちょっと教えていただきたいで

す。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 インフルエンサーのフォロワー数でございますが、まずコイ

ンズ氏が約 2 万 5,000 人、ヴィヴィ氏が 5,000 人、アビガル氏が 1 万人、胡氏がトータル

しまして 26 万人ほどのインフルエンサーとなってございます。以上です。

安齋委員長 ほかございますか。

平野委員。

平野委員 北海道新幹線木古内駅の開業に伴い、「みそぎの郷きこない」いわゆる道の駅の

設計段階において、インバウンド観光の対策ということで、英語表記の看板だったり、じ

ゃあどこの国のをプラスでやればいいんだっていうのをいろいろ検討した記憶がございま

す。その後、具体的なインバウンドのこのようなモニターツアーだとかを実際行ってきた

経緯をちょっと私思い出せないんですが、あまりなかったように感ずるんです。

このコロナ禍を経た中で、またインバウンド観光が復活したということで、テレビを見

ているとニセコ町でしたり都会だったり、また円安の影響があり海外のかたがたくさん日

本に買い物に来られるみたいなニュースが出ております。そことはちょっと感覚は同じく

考えなくていいと思うんですけれども、私も今回みそぎのモニターツアーに参加されたア

メリカのかただったかオーストラリアのかただったか、どっちか忘れたんですけれども、

ちょっとお話させてもらったんです。そうしたところ、私達の仲間は浅草に行く、ニセコ

に行く、そういう仲間はいっぱいいるけれども、中にはこういう日本の伝統文化を 1 回行

ったことではまって、いろんなところに行っている仲間も数多くいるそうなんです。この

かたは日本に来たのが確かはじめてのかた、2 回目だったかな、とにかく数少ないんです

けれども、今回のみそぎを見てとても感動していらっしゃいました。ここにも書いている

とおりなんですけれども。話を聞くとやはりこのような日本の変な話、クレイジーという

言葉を使って、ただこのクレイジーさが海外の日本のこういう文化に大変興味があるので、
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広げれば広げるだけ来たい人がいっぱいいると思うと本当前向きなご意見をいただきまし

た。同じく木古内に来られたかたじゃないんですけれども、函館に来た知人の関係者のそ

のツアー会社の人のつてと言うか友達になった人と話をしましたら、また同じような。そ

のかたは渡島じゃないんですけれども、北海道の歴史ある私も聞いたことないようなレア

なお祭りを探して見に行っているだとか、なのでいかにこういう人達を呼び込む力入れを

どうやればいいのか私も方策としては素案は出てこないんですけれども、これらをいかに

広げるかがインバウンド観光を受け入れる町という目標設定したこの木古内町の課題でも

あるなと思いました。

あと先ほども申しましたけれども、円安の関係もあり物価が日本に来ると大変安いと。

例えば富裕層が海外旅行に多く来られるということで、よその町では例えばニセコの情

報を見るとたかだか焼きそばを食べるのに 1,500 円・2,000 円・3,000 円と。それに伴い地

域でのアルバイトの時給も 3,000 円だとか、とにかくお金の高騰を目指している地域がす

ごい多いと思うんですけれども、我が町はそのような方向性に見習うことなく、例えばみ

そぎ広場でやっている無料で提供するだとか、100 円で提供するだとか、それも大変驚か

れていました。ですので、日本のいろいろなそういう富裕層が行く地域も良いけれども、

この田舎に来てこれだけ変わった物を見せられるけれども、お金はたったこれしか使いま

せんよというのが多いに武器になるとまさにことし感じましたので、これからこれらのイ

ンバウンド観光を取り入れるためには、担当課の努力と言いますかアイディアが大変重要

だと思いますので、このことを活かしてさらにいろいろな案を作って取り組んでいただき

たいと。

もう一つは、李さんです。李さんは、とても説明する時に私もちょっと隣にこっそりい

たんですけれども、本当に丁寧で言葉はわからないんですけれども、一緒に参加された方

々も大変喜んでいる姿を本当私も間近で見ました。ですので、李さん含め今後ももしかし

てそのような元いた多国語を話せるかた、地域おこし協力隊という制度も活用して、この

ことにもう少し力入れするのもありかなと思いました。感想となりますけれども、そのこ

とに対してなにかご答弁があればお聞きしたいと思いますけれども、なければなくてもい

いです。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 平野委員から大変エールをいただいたというイメージで思っ

てございます。

インバウンド観光というのは、なかなかすぐには効果にはつながらないとは思いますが、

でも一つずつ一歩進めることが将来につながっていくものだと思っております。これから

も引き続き、いろんな取り組みを進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。

安齋委員長 ほか。

新井田委員。

新井田委員 私のほうでお聞きしたいと思います。

このインバウンド観光についての率直な感想ですけれども、いま同僚委員から言われた

ように、大変緻密な部分もあって、いますぐどうだこうだっていうこともなかなか見えな

い部分はあるんですけれども、この書式の中でいくと大変な思いで取り組んでいるってい
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うのが肌で感じましたので、今後ともぜひまた頑張っていただきたいと。

そういう中で、4 ページの事業効果からインフルエンサーの関係で、一番下の次年度も

他団体事業を活用して取り組んでいくんだよという表現があるんですけれども、その前段

でいろいろマスメディア関係の記載もあるんですけれども、特に次年度に向けた他団体事

業ということに対してのどんな思いというかどんな団体さんなのかも含めて、ちょっと考

えがあるのであればお聞かせ願いたいと思うんですけれども。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 次年度の他団体事業でございますが、いま現在では採択とか

特にはございませんが、やはり一番北海道観光振興機構さんでインバウンド向けに様々な

取り組みを進めていただいてございます。こちらの事業は、こちらが申請するわけでもな

く、あちらと連携をさせていただいて、ウェルカムと言うんですか一緒に取り組みますと

言うとそこにまた一緒になって取り組みが進めていけるような事業が結構多々ありますの

で、そこら辺をうまく活用させていただきたいと思ってございました。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 インバウンド観光の状況ということなんですけれども過日、国際ホテルでイン

バウンド観光についてのセミナーと言いますか、ありました。大泉市長もことしは木古内

のみそぎを見に来たと。函館市長ではじめてでないのかなとそう思っておりました。

その中で、木古内の寒中みそぎも大泉さんのほうから 600 人くらい集まりましたか、国

際ホテルに。その中で、随分ＰＲをしていただきました。そんな中で、私はインバウンド

観光に取り組む時には町としてどんなおもてなしをしたんだろうとそんなふうに考えてい

ます。おもてなしなくして、インバウンドの話はできないだろうそんなふうに思っている

んですけれども、その辺せっかく来てくれた外国人に対してのおもてなしがどうだったの

かなというあれを室長のほうから聞きたいなとそんなふうに思っているのが一つ。

それとあとは、観光パンフレットの配布で札幌のポールスターに行くと全道各地の自治

体のパンフレットが棚に載っかっているんですね。そのあたりはどうなのかなと。パンフ

レットをあちこち配布するということなんだけれども、そのほかに例えば鶴岡市、それか

ら江戸川区等にもやはり足を向けてパンフレットを備え付けてもらうという動きも必要だ

ろうと。加えて、昔は国土交通省の玄関に木古内のポスターが貼ってあった。いまなくな

ってしまった。これは、トップセールスをする町長の仕事だと私は思っているんだけれど

も、せっかく無形文化財に指定されたわけだから、新しいポスターがたぶんできるだろう

とそんなふうに思っています。これは、町長に頼んで議会でもいいんだけれども、国交省

に出向いてポスターを貼らせてもらうという動きをするべきだろうなとそんなふうに思っ

ております。

あとは、インバウンド観光というのは私はある意味では貸し借りだと思っています、考

え方とすれば。来てください、来てください、それも良いことかもしれない。だけれども、

こっちから出向くということもかなり効果があるのではないのかなとそんなふうに思って

いるんです。だから、例えば台湾から随分来ているというのであれば、台湾に例えば町民

にツアーを組んで出かけるとかいうことも良いのではないのかなとそう思うし、大泉函館

市長も随分そのことは言っていました。ある意味では、インバウンド観光というのは貸し
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借りではないのかなと、来てください一方ならだめでないかと。だから、こっちのほうか

らも足を向けるという形の中で国際線、函館空港から直行便をお願いしたという話もして

いましたので、そのあたりも検討すべきでないのかなと思うんですけれども、室長どうで

すか。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 まずインバウンドツアーのおもてなしでございますが、ツア

ーのかたには寒中みそぎの夜の蕎麦のほうを境内なかなか食べるタイミングがございませ

んでしたので、来ていただいた日本の昔遊びをさせていただいた時に、公民館のほうで提

供させていただいてございます。また、和琴体験もサークルのかたにご協力をいただきま

して、私達担当だけではなくて町民と言うんですかサークルをやられているかたとの交流

も今回体験させていただいて、そういう部分でも評価と言うんですか地域の人と触れあえ

たというところで、楽しんでいただけたのかなと思ってございます。

あとまた、ポールスター、鶴岡、江戸川区と国交省の部分につきましては、できる限り

すぐ対応させていただきたいと思ってございます。

あと、インバウンドの貸し借りという部分で行ったり来たりということで、よく観光の

部門で言いますとインバウンドではインですので入ってくるかたということで、逆に日本

のかたが外に出られる海外に出られるアウトバウンドという言葉でございます。

アウトバウンドとインバウンドは、確かに又地委員が言われたとおり、対になるもので

ございますので、こちらは函館市が木古内町がと言うよりは、国全体としてインバウンド

に取り組む場合は、アウトバウンドにもたぶん取り組んでいくというものでございますの

で、ツアー造成とかではなくても直行便で行きやすいというところの情報提供とかもなに

かでできればと思ってございます。

安齋委員長 ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 一応、総務省とか北海道観光振興機構というようなところとの連携で、効率

的なアピールができたことはすごく良いかなと思います。

ただ、受け入れという話をしていました。その中で、やはりインバウンドのかた、支払

に現金を使わないと。カード使えますか、うち現金だけなんですよ、じゃあいいですって

いう話にもなりかねないというところもありますので、そういった受入体制も充実させる

ことが必要なのかなというふうにも思います。9 月にアイアンマンレースありますよね。

そういったのでもこれからインバウンドのかたがだいぶ増えてくる予想があるというふ

うに思われますので、今後もそういうところをしっかり情報発信して、インバウンド観光

を進めていっていただきたいなというふうに思います。

そうしましたらこちら、商工観光創生室のほうについては以上ということで、皆さんど

うもお疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 20 分

再開 午後 1時 25 分
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＜その他・まちづくり未来課＞

・第 7次木古内町振興計画基本構想について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、まちづくり未来課のほうから第 7 次木古内町振興計画の基本構想についてと

いうことで、説明があります。

こちらのほうにつきましては、基本構想ということですので、説明を聞いた中で多少の

質問はあるとは思いますけれども、突っ込んだものについては本会議ということでお願い

をしたいなというふうに思います。

それでは、まちづくり未来課、説明をお願いいたします。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 まちづくり未来課です。よろしくお願いいたします。

まずはじめに、大変申し訳ございますが、資料の訂正がございます。大変申し訳ありま

せん。資料の訂正箇所につきましては、こちら常任委員会資料の 5ページになります。

こちら第 2 章の施策の体系というような表が付けられているかと思いますが、こちらの

表の中の関連する個別計画という記載がある箇所になります。

こちらにつきまして、まず一つ目といたしましては、こちら一番上から第 2 期木古内町

国民健康保険データヘルス計画ですとかそういった「第何期」というような記載をさせて

いただいておりますが、この「第何期」につきましては、その計画が年次ごとに更新をさ

れて第 3 期ですとかそういった更新をされるような計画になりますので、こちらの基本構

想の中につきましては、「第何期」というのを削除させていただきたいというふうに考えて

おります。これを載せているとまずは期が変わったごとに議決ですとか見直しの議決とい

うのを必要になってくるかなというところもありまして、こちらの期を載せてあるんです

が、こちらをまず削除させていただきたいというのが一つで、もう一つございまして大変

申し訳ありませんが、こちら下から二つ目、みらいある生活環境・交通というところのこ

ちらの関連する個別計画の下から二つ目です。第 10 期分別収集計画の次に緊急浚渫事業計

画というのがあるんですが、こちらにつきましてはこの表の中の中段ほどに同じ計画が記

載をされておりまして、これ重複しておりました。削除ということになりまして、これの

記載の誤りになっておりまして、こちらにつきましては緊急浚渫事業計画ではなくて、渡

島広域事務組合の公共施設等総合管理計画という記載の誤りでございました。大変申し訳

ありません。こちらについては、訂正をお願いしたいと思います。こちらの括りの全ての

第 10 期ですとか第何期という記載については、削除させていただきたいというところであ

ります。2箇所になります。大変申し訳ありませんでした。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 30 分

再開 午後 1時 31 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、いまの訂正の件につきましては、差し替えを許可するという形で皆さんの許
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可が出ましたので、そのようにしてください。

それでは、田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 そうしましたら本日の常任委員会に出させていただきました、第 7

次木古内町振興計画の基本構想の策定についてというところの内容を説明させていただき

ます。

2ページをお開き願います。

まずはじめに、第 7 次木古内町振興計画の基本構想につきましては、第 1 章のまちづく

りの方向性とあと第 2 章、5 ページにあります施策の体系の 2 章によって構成をされてお

ります。そのうち第 1 章のまちづくりの方向性につきまして、こちら 1 のまちづくりの基

本理念というところになりますが、こちらにつきましてはまちづくり委員会の中で協議を

させていただきまして、第 6 次振興計画の基本理念でありました「協働」というところを

承継をしつつ、さらに町民と行政の協働によるまちづくりを推し進めるというところを理

念といたしまして、記載のとおり「協働 その深化～まち・ひとづくり物語の共有～」と

いうところを基本理念に定めさせていただいております。なお、こちらの協働という部分

を推し進めるための方策としまして、3 月の定例会におきましては木古内町振興計画検証

委員会設置条例のほうを上程をさせていただき、そちらの中で適宜振興計画の検証ですと

かあと見直しにかかる助言をしていくような形をとらせていただきたいということで上程

をさせていただいております。

また、この基本理念のもと 2 のまちの将来像についてですが、こちらにつきましては記

載のとおり古くから道南地域の結節点、いわゆるハブとしてありました木古内町が前計画

期間中、道の駅みそぎの郷きこないをオープンしまして、交流人口が大幅に増加をした。

また、北海道新幹線木古内駅の開業や函館江差自動車道木古内ＩＣ開通などによりまし

て、この要衝として交通の結節点としての機能というのは、飛躍的に向上していると。こ

れらのまちの特性を十分に活かしまして、さらに飛躍をしていくということを進めるため、

将来像につきましては「未来をつくるハブタウン きこない」という形で定めさせていた

だいております。

続きまして、こちら 3.まちの目指すべき姿としまして、第 7 次振興計画の計画期間であ

ります令和 6 年度から令和 15 年度の 10 年間で、まちが重点的に目指すべき姿を 8 項目定

めさせていただいております。

こちらにつきましては、まず住み続けたい・住んでみたいまちづくりというところがご

ざいます。

3 ページになりますが続きまして、持続可能な社会づくり、続きまして健やかであたた

かな地域づくり、四つ目としましてゼロカーボンの推進、五つ目としまして豊かな自然や

歴史文化の継承、次に災害につよいまちづくり、次にＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）の推進、最後に未来を担うひとづくりという重点的なまちが目指すべき姿をこち

らで定めさせていただいております。

続きまして、4ページをお開き願います。

こちら前段の常任委員会でもお話をさせていただいておりました、第 7 次振興計画にお

きましては、まちの将来像ですとか基本理念をどのように進んでいるかというところを明

確に計画の進捗ですとか、あと成果・効果というところを明確化するため、目標値を定め
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させていただいております。

目標設定の考え方につきましては記載のとおりでありますが、令和 4 年度に実施をいた

しましたまちづくりに関する町民アンケートにより集計をしました 34 項目の施策満足度と

施策重要度のうち、全ての施策満足度を平均値であります 3.0 以上に引き上げることを目

標とさせていただくということにしております。

こちら現状値としましては、こちら表の中段にありますが、令和 4 年アンケート実施時

には 34 項目中、20 項目が 3.0 を超えている状況になっております。

なおこちらにつきましては、こちら 6ページをお開きいただきたいと思います。

こちら、まちづくりの目標設定についてという資料でございますが、こちらにつきまし

てはまず一つ目としまして、目標設定に使用した資料、こちら先ほど申しました町民アン

ケートになります。施策満足度の平均値設定の方法というところで二つ目載せております

が、こちらにつきましては町民アンケートの各項目の回答を下の第 1表にありますとおり、

スコア化をしまして集計をしております。これは、第 1 表をご覧になっていただければわ

かると思いますが、満足度につきましては満足という回答があれば 5 点、やや満足という

回答があれば 4 点というような形で数値化をしまして、そちらを集計をまずさせていただ

いて、②としましてその集計したスコアを回答者数で割り返しまして、各項目の平均値を

算出しております。その平均値につきましては、第 2 表に記載をしているとおりとなって

おります。

③といたしまして、各項目の平均値の合計を 34 項目ありますので、34 で割り返しまし

て、全体の平均値を算出させていただいております。

こちら第 2 表合計平均というところを 3.00 という記載がありますが、こちらは平均値と

なりまして、こちらを目標値とさせていただいております。

また、7 ページにつきましては、それぞれ 34 項目ありますこちらの施策満足度、あと重

要度につきまして、分布図のような形で記載をさせていただいております。このような形

で表にすることで、見たそのままダイレクトにどこが町民のかた重要と思っているけれど

も、なかなか施策が満足していただけていないですとかそういったようなことがわかるよ

うな表となっておりまして、こちらにつきましては基本構想を議決いただいて計画が進む

というところになりましたら、定期的にこういった同じような形の町民アンケートをとり

まして、この数値がどのように動いていくかというところで検証を進めてまいりたいとい

うふうに考えております。

それでは、5ページにお戻りいただければと思います。

こちらにつきましては、第 2 章 施策の体系ということで、こちらの第 7 次振興計画の

体系について、記載をさせていただいております。

こちらにつきましては、将来像は先ほど申しました「未来をつくるハブタウン きこな

い」と基本理念は「協働 その深化～まち・ひとづくり物語の共有～」というところにな

りまして、分野につきましてはそれぞれみらいある福祉・医療・保健、みらいある教育・

文化、みらいある産業・観光、みらいある生活環境・交通、みらいある行財政・住民参画

というようなまず五つ設けまして、それぞれに芳香性を定め、それに対しまして第 6 次振

興計画でありました実施計画の部分が関連する個別計画というところになりまして、実際

にこういった目標を達成するためにこういった実施計画を実施の中で実施をしていき、そ
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ういった基本構想であります目標値ですとかそういったものを向上させていくと、それを

目指していくという流れになっております。

さらに第 7 次振興計画におきましては、右矢印付いておりますが、計画の推進と管理と

いうところで、こちら先ほど申しました木古内町の振興計画検証委員会の設置条例に定め

ますようなそういった振興計画を町民の皆さん達と行政と検証していって、あとなにかし

らそういった社会情勢ですとか国策に伴うような見直しですとかそういったものが図られ

る場合は、こういったところで協議をしまして都度、見直しを図ってまいりたいというと

ころで、そういったような体制をとっているというような表でございます。

以上で、基本構想の内容についての説明を終わらせていただきます。よろしくお願いい

たします。

安齋委員長 説明が終わりました。

質問はございますか。

平野委員。

平野委員 冒頭に委員長から詳細の質問があれば本会議でということでしたので、ちょっ

と 1 点だけ確認なんですけれども、4 ページです。この目標の設定の考え方並びに満足度

を含む 3.0 以上の目標値、これいままでもこういう目標値とか定めていたんでしょうか。

それと、私はこの目標値が 34 分の 34 というの非現実的なのかなと思って、これを掲げ

ちゃうとこれが終わった時に、目標の 34 に遙かに及んでいないんじゃないのかってまた批

判の声が出たりするのかななんて思っちゃうんですけれども、その辺の考え方っていうの

はどうなんでしょうか。ポジティブで前向きで 100 ％達成するんだという気持ちは認める

んですけれども、どうなんでしょうか。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 平野委員のお尋ねでありますが、まずこちらの目標値につきまして

は、第 6 次振興計画ですとかその前の計画におきましても、そういった設定をしていると

いう事例はございません。今回から新たにこういった目標値を定めまして、町民のかたに

もわかりやすくこういったところでまちを進めていくというところの検証もわかりやすい

ように進めてまいりたいというところで、まちづくり委員会の協議の中でそういった設定

をするという運びになっております。

また、34 項目中 34 項目の設定につきましても、こちらまちづくり委員会の中で議論さ

せていただきましたが、6 ページをお開きいただければと思いますが、こちらの資料にあ

りますとおり、それぞれの回答項目をスコア化をして集計をするというところで、第 1 表

をご覧いただきたいんですが、この平均値だいたい 3.0 になっているというところで先ほ

どお話をさせていただきましたが、3.0 というところにつきましては、満足度でいくとこ

ろのだいたいどちらとも言えないというような回答の近似値というかそのとおりの数字に

なっておりまして、当然そういった不満をなくして皆さんにご満足いただけるような施策

を展開していって、そういったまちづくりを進めていく必要があるだろうというようなま

ちづくり委員会の議論の中でそういった数値で、34 項目高いハードルかなというふうな事

務局のちょっと認識はございますが、ただ当然それを目指して皆さんにご満足いただける

ようなそういったまちづくりを進めていくべきだというような委員さんのご意見がござい

ましたので、そのような設置をさせていただいております。以上です。
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安齋委員長 ほかございますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 一つだけ聞いてもいいですか。

この計画っていうのは、ＳＤＧｓと紐づけしていたり関連付けしていたりとかっていう

のはありますか。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 ＳＤＧｓにつきましては、こちら 2 ページ・3 ページにあります、

まちの目指すべき姿というところで、ＳＤＧｓという記載はありませんが、こういった部

分の持続可能な社会づくりですとかそういった項目で、そういったＳＤＧｓと関連付けら

れるものとして考えておりますので、そのようなご認識をいただければと思っております。

安齋委員長 そうすると具体的には個別計画のほうで表示ということですか。

田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 ＳＤＧｓと言いますのは、やはりそれぞれなにをしていくなにをし

ていくという、あらゆることをして持続可能な社会をつくるというようなところかという

ふうな認識をもっておりますので、当然そのためにそういった持続可能な社会をつくるで

すとかそういったところの事業で、いろんな分野で事業展開をしていくものと考えており

ますので、特に個別計画ですとかそういった中で、ＳＤＧｓをするためになにをしていく

ようなというような記載は設けるというところはないかと思っております。全体を進める

中で、ＳＤＧｓというのは進められていくでしょうというような認識をもっているという

ところです。

安齋委員長 なんらかの関連性は付けられているというところですか、わかりました。あ

りがとうございます。

ほかにありますか。

又地委員。

又地委員 課長、このアンケート調査をやった結果を 34 で乗じてとかとあるんだけれども、

結果的に回答がきたのは何通あるんですか。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらのアンケートにつきましては、令和 4 年の 11 月に実施をさ

せていただいておりますが、こちらにつきましては町民のかたの中から 1,000 件を無作為

に抽出をいたしまして、まずアンケートを発送させていただきまして、そちらについては

回収数は 460 通を回収しておりますので、回収率としましては 46 ％ということになってお

ります。その中のそういった回答の中からこういったような満足度というのを算出させて

いただいております。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 460 人なのか、それと 460 件なのか。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちら町民の中から 1,000 名を無作為に抽出をしまして、1,000 通

アンケートを送らせていただいて、そのうち回収したのは 460 通となっております。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 たった 460 だって。そんな思いもあるね。例えば私の考え方からいけば、例え
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ば選挙権のある人とか 18 歳以上の全員にとかのあれをした中で、こういうスコアですよと。

たった 460 人、なんか少なくないか。それをこんな形で満足度の点数を付けるというの

は、なんか少なすぎるんじゃないのかなっていう気がしないでもないけれどもね、私のあ

れからいけば。例えば町民の成人していない人を抜かした人口の例えば 50 ％だとか、3,40

0 とすればだよ。せいぜいせめて 1,500・1,600 だとか、あるいは 2,000 だとか、そういう

ものを出しましたよと。だけれども、その中からいくらいくらより返ってこなかったと。

それを精査したというならわからないでもないけれども、なんかあまりにも 460 なんて

少ない中で、こういう満足度の点数云々というのは、なんかあまり正確でないような気が

するけれども、どうですかその辺。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらの 460 というところの数値につきましては、こちら統計学と

言いますかそういった中でおきまして、母数となる総数が 1 万を超える場合、サンプル数

が 400 を集まればだいたい確度の高い結果が得られる目安として定められておりまして、

必ずしも少ない数値ではないというような事務局では認識をしております。

また、このアンケートにつきましては、今回は 1,000 通ということで出させていただい

ておりますが、こちら新たなな手法ですとかアンケートの出し方ですとかを研究をいたし

まして、さらに多いようなアンケート回収をしていくように努めてまいりたいと考えてお

ります。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 これから木古内町は協働のまちづくりをするんだという中で、協働っていうの

は町民がお互いに助け合って力を出しあってということだと思うんです。そういう考え方

からいったら 460 というのは、400 だったら多いよと言うけれども、私の考え方からいっ

たら違うな。将来のまちづくりは協働でつくりましょうと町民こぞってと言う中で、460

というのは私にしたら少ないなと思うんですよ。その 400 は多いほうだっていうのは、誰

が言っているのそれ。統計学、それは人口の多い少ないところによって違うでしょう。1

万人の 400 ったらパーセントからいったら 1 万分の 400 だよ。だから、それで満足するの

かなと私は思う。例えばうちが 3,700 分の 460、だから多いからいいんですよということ

になるかな。私は例えばうちの人口が 3,700 分の高ければ高いほどいいわけでしょう。町

民の声をしっかり受けられるということでしょう。まして未来の木古内町をつくるために

は、町民協働でというのであれば、なんかもう 1回やり直さないとだめでないかな。

安齋委員長 田畑課長。

田畑まちづくり未来課長 こちらの 460 という結果につきましては、それぞれご判断もあるか

と思いますが、こちらにつきましてはやはり協働のまちづくりを進めるという委員のご意

見、そのとおりだと認識をしておりますので、こちらにつきましてはこれから議決を受け

られれば検証委員会ですとか様々な活動で、町民のかたへまちづくりという関心をもっと

高めていただくような取り組みを進めてまいりまして、こういったアンケートですとか回

収をもっと増やせるようになんとか取り組みを進めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解をいただければと思います。

安齋委員長 そういうところだと思います。

ほかに。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、第 7 次木古内町振興計画の基本構想についての説明についての質

問は終わります。

ありがとうございました。お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 52 分

再開 午後 1時 53 分

３．閉会中の所管事務調査について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

続きまして、閉会中の所管事務調査についてということですが、事務局から説明があり

ますので、休憩の中で進めたいと思います。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 53 分

再開 午後 2時 03 分

４．所管事務調査報告書について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは 4 番、所管事務調査報告書についてということですが、こちらのほうは正副委

員長のほうで書いたものを皆さんのほうに見ていただいてといういつもどおりの流れでい

きたいと思いますが、よろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 ありがとうございます。9 回目、きょうの分の総務・経済常任委員会の報告

書については、早急に作成して回しますのでよろしくお願いします。

５．その他

安齋委員長 続きましてその他ですが、事務局からありますので、休憩の中で進めたいと

思います。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 2時 04 分

再開 午後 2時 26 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかないようですが、なにか皆さんのほうからありますか。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、以上をもちまして、第 9 回総務・経済常任委員会を終了いたしま

す。

皆さん、どうもお疲れ様でした。

説明員：羽沢副町長、吉田（宏）保健福祉課長、菅原主査、後藤主査、西村主査

中山産業経済課長、福井（弘）商工観光創生室長、中川主査

【傍聴（議会モニター）】

苅部礼司、後藤美津江、松䑓祐吉、舘政俊春

【報道】

（函新）今井支局長

総務・経済常任委員会

委員長 安 齋 彰


